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平
成
19
年
度
予
算
概
要

会計名 平成19年度
当初予算額

増減率
（%）

特　

別　

会　

計

土地取得事業特別会計 3億 69万円 △ 2.8

住宅新築資金等貸付特別会計 5,046万円 △ 21.4

国民健康保険特別会計 49億6,371万円 11.6

老人保健事業特別会計 28億1,830万円 2.4

介護保険特別会計 18億5,375万円 5.6

公共下水道特別会計 31億7,148万円 8.4

企　

業　

会　

計

訪 問 看 護
ステーション

収益的
収入 2,331万円 1.6

支出 2,331万円 △ 8.4

資本的
収入 0 0.0

支出 0 0.0

上 水 道 事 業

収益的
収入 13億2,235万円 0.6

支出 13億 526万円 △ 0.7

資本的
収入 3億8,120万円 108.9

支出 6億3,827万円 38.2

予
算
の
あ
ら
ま
し

　

一
般
会
計
予
算
は
、
1
8
1

億
1,
0
0
0
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
て
4
・
4
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
6
つ
の
特
別
会

計
は
、
全
体
で
7
・
4
％
増
の

1
3
1
億
5,
8
3
9
万
円
、
2

つ
の
企
業
会
計
は
全
体
で
9
・

1
％
増
の
19
億
6,
6
8
3
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
…
公
共

用
地
を
先
行
取
得
す
る
た
め
に
借

り
入
れ
た
地
方
債
の
償
還
を
行
う

会
計

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

…
小
集
落
地
区
改
良
事
業
な
ど
に

よ
り
貸
し
付
け
た
資
金
の
元
利
収

入
と
地
方
債
の
償
還
を
行
う
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
…
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
保
険
給
付
と

市
の
医
療
施
設
の
管
理
・
運
営
を

行
う
会
計

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
…
老
人

保
健
受
給
者
の
医
療
給
付
を
行
う

会
計

介
護
保
険
特
別
会
計
…
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給
付
を
行
う

会
計

公
共
下
水
道
特
別
会
計
…
下
水
道

の
整
備
や
維
持
管
理
、
使
用
料
の

徴
収
な
ど
を
行
う
会
計

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
特

別
会
計
…
訪
問
看
護
事
業
の
運

営
、
お
よ
び
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
を
行
う
会
計

上
水
道
事
業
会
計
…
上
水
道
の
整

備
や
維
持
管
理
、
使
用
料
の
徴
収

な
ど
を
行
う
会
計

市民1人あたりの
一般会計予算額は

321,253円です。
平成19年3月30日現在、
人口56,373人

平成16年度の予算額は減税補てん債の借換分を除いた場合	

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
も
光
明
を
見
ら
れ
る
予
算
に

　

平
成
19
年
度
予
算
は
、
2
年
目
と
な
っ
た「
部
局
枠
予
算
配
分
方
式
」が
軌

道
に
乗
り
始
め
た
こ
と
や
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
こ
と
、
ま
た
繰
出
金

や
負
担
金
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
で
財
源
を
確
保
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
に
も
光
明
を
見
ら
れ
る
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
置
か
れ
た
地
理
的
状
況
、
人
口
構
成
、
産
業
の
姿
な
ど
か
ら
、
道
路

や
教
育
環
境
の
整
備
、
子
育
て
支
援
、
経
済
活
性
化
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
展
開
に
努
め
、
湖
南
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
6
つ
の
目

標
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

3月議会定例会で、平成19年度当初予算が決まりました

一般会計当初予算額の推移
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民
生
費
…
児
童
福
祉
、社
会
福
祉
、

年
金
、
生
活
保
護
な
ど
に
使
う
お

金教
育
費
…
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

公
民
館
、
図
書
館
、
体
育
館
な
ど

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

や
施
設
管
理
に
使
う
お
金

総
務
費
…
課
税
徴
収
、住
民
窓
口
、

選
挙
、
統
計
、
広
報
、
交
通
安
全

対
策
、
電
算
シ
ス
テ
ム
管
理
な
ど

市
の
全
般
的
な
管
理
事
務
に
使
う

お
金

土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
の

整
備
、
市
営
住
宅
の
管
理
な
ど
に

使
う
お
金

公
債
費
…
市
債
の
元
金
や
利
子
を

返
済
す
る
た
め
の
お
金

衛
生
費
…
ご
み
対
策
や
保
健
衛
生

な
ど
、
安
全
で
衛
生
的
な
生
活
の

た
め
に
使
う
お
金

消
防
費
…
防
災
活
動
、
消
防
活
動

や
消
防
施
設
の
整
備
・
管
理
に
使

う
お
金

農
林
水
産
業
費
…
農
業
な
ど
の
振

興
に
使
う
お
金

そ
の
他
…
議
会
費（
議
会
運
営
の

費
用
）・
労
働
費（
働
く
人
の
た
め

の
福
祉
施
設
の
運
営
費
な
ど
）・

商
工
費（
商
・
工
業
の
活
性
化
、

観
光
対
策
な
ど
）な
ど

市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
の
税
金

市
債
…
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め

に
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金
…
事
業
な
ど
特

定
の
目
的
の
た
め
に
、
国
や
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

地
方
交
付
税
…
所
得
税
な
ど
国
が

徴
収
す
る
税
金
の
中
か
ら
、
市
の

財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る

お
金

分
担
金
お
よ
び
負
担
金
…
保
育
料

や
学
校
給
食
費
負
担
金
な
ど
特
定

の
利
益
を
受
け
た
人
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
お
金

地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費

税
の
一
部
を
財
源
と
し
て
交
付
さ

れ
る
お
金

繰
入
金
…
各
種
基
金（
市
の
貯
金
）

の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
繰
り
入
れ

る
お
金

そ
の
他
…
県
税
交
付
金
、
施
設
の

使
用
料
、
住
民
票
な
ど
の
交
付
手

数
料
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
な

ど

市税
89 億 9,116 万円

49.6 ％

市債
34 億 3,290 万円

18.9％ 

国庫・県支出金
22 億 5,673 万円

12.5％ 

市税
89 億 9,116 万円

49.6 ％

市債
34 億 3,290 万円

18.9％ 

国庫・県支出金
22 億 5,673 万円

12.5％ 

地方交付税
9 億 7,000 万円

5.4％ 

分担金および負担金
6 億 2,756 万円

3.5％ 

地方消費税交付金
5 億 500万円
2.8％ 

繰入金 
3 億 3,514 万円
1.8％ 

その他 
9 億 9,151 万円

5.5％ 

181億1,000万円
  

衛生費
17 億 4,558 万円

9.6％

消防費
8 億 1,834 万円

4.5％ 

農林水産業費
4 億 7,713 万円

2.6％ 

その他
7 億 577万円
3.9％ 

181億1,000万円

歳入

歳出
民生費

39 億 4,615 万円
21.8％

教育費
35 億 8,374 万円

19.8％
総務費

24 億 9,858 万円
13.8％

 土木費
24 億 2,279 万円

13.4％

公債費
19 億 1,192 万円

10.6％

民生費
39 億 4,615 万円

21.8％

教育費
35 億 8,374 万円

19.8％
総務費

24 億 9,858 万円
13.8％

 土木費
24 億 2,279 万円

13.4％

公債費
19 億 1,192 万円

10.6％
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■
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

1
億
8,
7
9
4
万
円

　

市
内
全
域
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を

整
備
し
、
災
害
な
ど
非
常
時
の

情
報
伝
達
を
行
い
ま
す
。

■
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

整
備
事
業

　
　
　
　
　

1,
0
0
0
万
円

　

だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
整
備
が
必
要
な
公
共
施
設

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

を
図
り
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

3,
3
5
4
万
円

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
始
ま
る
、

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
す
る

医
療
制
度
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
事
前
準
備
を
行
い
ま

す
。

■
消
防
用
備
品
購
入
事
業

2,
9
2
5
万
円

　

地
域
の
消
防
力
を
維
持
す
る

た
め
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

を
買
い
替
え
、
万
一
の
火
災
に

備
え
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
た
安
心
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

■
コ
ン
ビ
ニ
収
納
対
応
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業

2,
4
1
8
万
円

　

税
金
、
保
育
料
、
水
道
料
な

ど
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
付
で
き
る
よ
う
に
、
関
連

シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

■
日
本
語
初
期
指
導
教
室
運
営

事
業　
　
　
　

		

8
5
4
万
円

　

市
内
の
小
・
中
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
外
国
籍
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
日
本
の
文
化

や
日
本
語

の
初
期
指

導
を
集
中

的
に
行
い

ま
す
。

みんなで共に進めるしくみをつくろう

人
権
尊
重
と
自
立
・
自
助
の
ま
ち
づ
く
り

■
小
学
校
施
設
整
備
事
業

14
億
2,
2
7
0
万
円

　

岩
根
小
学
校
は
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
校
舎
1
棟
と
体
育

館
を
建
て
直
し
ま
す
。
下
田
小

学
校
は
耐
震
補
強
工
事
と
内
外

装
を
改
修
し
ま
す
。

■
甲
西
北
中
学
校
大
規
模
改
造

（
下
水
接
続
）事
業

1,
5
3
8
万
円

　

公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
に

伴
い
、
校
内
排
水
設
備
を
改
修

し
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

1,
0
9
2
万
円

　

青
少
年
自
然
道
場（
キ
ャ
ビ

ン
棟
）の
改
修
や（
仮
称
）菩
提

寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
用

地
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

いきいきとした暮らしをつくろう

誇
り
と
な
る
市
民
文
化
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

666

平成19年度
の主な事業

ほっとする暮らしをつくろう

昨
年
に
引
き
続
き
改
修
が
行
わ
れ

る
自
然
道
場

建
て
直
さ
れ
る
岩
根
小
の
校
舎

水戸小で行わ
れている日本
語教室
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■
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業			　
　

			  

2,
8
0
0
万
円

　

行
政
運
営
の
効
率
化
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と

し
、
戸
籍
事
務
お
よ
び
関
連

業
務
を
含
め
た
戸
籍
総
合
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

■
人
事
評
価
制
度
導
入
事
業

2
4
6
万
円

　

能
力
評
価
や
業
績
評
価
に
つ

い
て
評
価
項
目
・
着
眼
点
な
ど

を
整
理
し
、
制
度
の
構
築
を
行

い
ま
す
。

明日を拓くしくみをつくろう

 

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

■
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
破
砕
機

等
整
備
事
業

1,
7
0
0
万
円

　

不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
破
砕

機（
写
真
）の
部
品
の
交
換
と
分

解
・
組
立
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
森
林
病
害
虫
等
対
策
事
業

4
5
8
万
円

　

松
の
枯
死
を
防
ぐ
た

め
薬
剤
の
散
布
や
樹
幹

注
入
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ま
つ
く
い
む
し
の

被
害
に
あ
っ
た
木
の
伐

採
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
駆

除
な
ど
を
行
い
ま
す
。

うるおいのあるまちをつくろう

自
然
を
活
か
し
、
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

■
住
居
表
示
整
備
事
業

1,
6
4
7
万
円

　

湖
南
市
住
居
表
示
整
備
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度

に
菩
提
寺
区
域
の
一
部
に
住
居

表
示
を
実
施
す
る
た
め
の
調
査

を
し
ま
す
。

■
甲
西
駅
周
辺
整
備
事
業

3
億
1,
1
1
2
万
円

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
甲
西

駅
前
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
駅
前
南
広
場
と

駅
前
道
路（
美
松
線
）の
整
備
工

事
、
駐
車
場
用
地
の
購
入
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
対

策
事
業　
　

	

6,
2
1
0
万
円

　
「
め
ぐ
る
く
ん
」「
ふ
れ
あ
い

号
」の
バ
ス
運
行
事
業
費
で
す
。

通
勤
・
通
学
の
利
便
を
図
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を

確
保
し
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業80

5
万
円

　

土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
う

た
め
、
岩
根
ワ
ン
ワ
ン
山
地
区

の
土
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
甲
西
橋
架
け
替
え
事
業

5
億
2,
7
8
0
万
円

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
甲
西
橋

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
新

橋
建
設
に
向
け
下
部
構
造
の
工

事
と
護
岸
工
事
に
取
り
か
か
り

ま
す
。

活気あるまちをつくろう

産
業
が
集
ま
り
、
人
が
集
う
ま
ち
づ
く
り

新しく生まれ変わる甲西駅前南広場

守っていかなければならないまちの
シンボル ｢うつくし松｣

平
成
22
年
竣
工
予
定
の
新
し
い

甲
西
橋
（
完
成
予
想
図
）

現
在
使
用
し
て
い
る
戸
籍
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
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平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
9
月
30
日
現
在
で

1
7
5
億
9
，9
5
4
万
円
で
し
た
。
そ
の
後
、
12
月

と
3
月
に
合
計
8
億
9
，6
4
9
万
円
の
減
額
補
正
を

行
い
、
最
終
的
に
1
6
7
億
3
0
5
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
度（
3
月
末
現
在
）の
歳
入
歳
出
予
算
の
執

行
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○特別会計執行状況   

会　計　名 予　算　額 収入・執行済額 収入・執
行率（％）

土地取得事
業特別会計

収入
3億 819万円

3億 819万円 100.0
支出 3億 819万円 100.0

住宅新築資金等
貸付特別会計

収入
6,565万円

2,288万円 34.9
支出 5,614万円 85.5

国民健康保
険特別会計

収入
48億2,786万円

38億7,704万円 80.3
支出 41億5,665万円 86.1

老人保健事
業特別会計

収入
27億7,673万円

22億8,420万円 82.3
支出 21億1,602万円 76.2

介護保険特
別会計

収入
16億9,586万円

16億8,346万円 99.3
支出 14億7,346万円 86.9

公共下水道
特別会計

収入
29億3,969万円

15億 127万円 51.1
支出 14億1,997万円 48.3

○一般会計執行状況
〔歳入〕

科　　目 予  算  額 収入済額 収入率
（％）

市 税 82億3,488万円 79億 760万円 96.0
地 方 譲 与 税 6億4,200万円 5億6,870万円 88.6
県 税 交 付 金 7億4,300万円 6億4,116万円 86.3
地方特例交付金 2億 284万円 2億 284万円 100.0
地 方 交 付 税 11億 482万円 8億8,877万円 80.4
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 900万円 664万円 73.8

国 庫 支 出 金 12億1,953万円 4億2,619万円 34.9
県 支 出 金 7億6,021万円 3億9,137万円 51.5
分担金及び負担金 6億1,414万円 5億 34万円 81.5
使用料及び手数料 1億9,310万円 1億8,820万円 97.5
財 産 収 入 4,367万円 5,713万円 130.8
寄 附 金 520万円 510万円 98.1
繰 入 金 5,764万円 0 0.0
繰 越 金 2億 231万円 2億 231万円 100.0
諸 収 入 3億3,851万円 2億1,353万円 63.1
市 債 23億3,220万円 0 0.0
合 計 167億 305万円 121億9,988万円 73.0

〔歳出〕

科　　目 予  算  額 執行済額 執行率
（％）

議 会 費 1億5,975万円 1億5,464万円 96.8
総 務 費 24億6,061万円 21億8,221万円 88.7
民 生 費 38億1,903万円 35億5,737万円 93.1
衛 生 費 18億8,050万円 16億6,640万円 88.6
労 働 費 7,168万円 6,831万円 95.3
農 林 水 産 業 費 3億1,015万円 1億7,106万円 55.2
商 工 費 1億4,159万円 1億3,699万円 96.8
土 木 費 22億2,231万円 10億1,892万円 45.8
消 防 費 6億1,913万円 5億7,361万円 92.6
教 育 費 26億6,355万円 19億9,424万円 74.9
公 債 費 18億 243万円 11億8,207万円 65.6
諸 支 出 金 5億2,239万円 542万円 1.0
予 備 費 2,993万円 0 0.0
合 計 167億 305万円 127億1,124万円 76.1

○公営企業会計執行状況
会　計　名 予　算　額 収入・執行済額 収入・執

行率（％）

上水道事
業会計

収益的
収入 13億2,389万円 12億3,979万円 93.6

支出 13億3,805万円 9億5,189万円 71.1

資本的
収入 1億8,595万円 4,782万円 25.7

支出 4億7,674万円 1億9,381万円 40.7

訪 問 看 護
ステーション
事業特別会計

収益的
収入 2,294万円 2,251万円 98.1

支出 2,544万円 2,203万円 86.6

▲ 7 月供用開始に向けて工事が進む柿ヶ沢公園

平成18年度（３月末現在）

算執
行
状
況

予
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平成19年度　湖南市区長一覧 平成19年4月1日現在

学区 区　　名 区長氏名 学区 区　　名 区長氏名

三　
　
　
　

雲

三 雲 谷口　守　

菩　
　

提　
　

寺

北 山 台 田中　宏明
妙 感 寺 鶴岡　義房 菩 提 寺 龍池　直明
吉 永 中野　正義 み ど り の 村 伊勢谷　恕
夏 見 山中　昌夫 三 上 台 神原　隆　

針 八太　昭夫 イワタニランド 木下　幹敏
ル モ ン 甲 西 藤本　英樹 近 江 台 三上　伸征
中 央 宮澤　辰雄 ハイウェイサイドタウン 矢田　邦昭
平 松 奥村　清一

下　
　
　
　

田

下 田 東 谷　宗久　
柑 子 袋 青木　文英 下 田 西 喜多彌壽弘

石　

部

石 部 東 田村　義夫 下 田 南 冨田　範行
石 部 中 央 植村　武　 下 田 北 谷　勝洋　
石 部 西 石田　晃朗 中 山 角島　啓一
岡 出 川崎　四郎 緑 ヶ 丘 山元　辰雄

石　

部　

南

宮 の 森 鵜飼　淳　 大 谷 中森　務　
宝 来 坂 村嶋　政治 松風苑桐山連合 芦田　清三
石 部 南 西川　博海 水　

戸

湖 南 団 地 北 青谷　清　
東 寺 山中　善之 湖 南 団 地 中 磯江　好德
西 寺・ 丸 山 竹内　孝　 湖 南 団 地 南 松村　正夫

岩　
　
　

根

朝 国 富田　榮一
岩 根 東 口 村井　勝治
岩 根 東 中森　義彦
岩 根 西 庄司　武治
岩 根 花 園 谷口　勉　
正 福 寺 中村　鍾一

　

市
内
に
あ
る
42
の
行
政
区
か
ら
選
ば
れ
た
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元
住
民
の
代
表
と

し
て
地
域
の
ま
と
め
役
や
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

42
人
の
区
長
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
区
長
会
で
は
、
行
政
か
ら
の
連
絡
事
務
の
ほ
か
、

区
長
会
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
各
区
の
ま
ち
づ
く
り
状
況
の
情
報
交
換
や
住
民
自
治

に
つ
い
て
の
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【区長会役員】
＜会　長＞	 石田　晃朗（石部西）
＜副会長＞	 八太　昭夫（針）
＜副会長＞	 谷口　勉　		（岩根花園）
＜副会長＞	 龍池　直明（菩提寺）
＜会　計＞	 山中　善之（東寺）
＜監　事＞	 芦田　清三（松風苑桐山連合）
＜監　事＞	 磯江　好德（湖南団地中）

【学区役員】	 	
＜三雲学区長＞	 奥村　清一（平松）
＜石部学区長＞	 川崎　四郎（岡出）
＜石部南学区長＞	 西川　博海（石部南）
＜岩根学区長＞	 村井　勝治（岩根東口）
＜菩提寺学区長＞	 田中　宏明（北山台）
＜下田学区長＞	 山元　辰雄（緑ヶ丘）
＜水戸学区長＞	 松村　正夫（湖南団地南）

　第１回区長会が
　　　開催されました
　４月13日、市内42行政区の
区長が一堂に会し、平成19年度
の第１回区長会が開催されまし
た。
　会合は、市長のあいさつに始
まり、続いて区長の紹介と市執
行部職員の紹介、役員選出など
が行われました。

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当　

�
71
◦
2
3
1
5
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新しい住居表示って
　　　　　  いったい   どんなもの？

住居表示実施までの流れ ▼ ▼ ▼
実施後の手続き ▼ ▼ ▼

＜市役所で自動的に変更するもの＞
●住民基本台帳（住民票）
●印鑑登録原票
●外国人登録原票
●選挙人名簿　　　　など

＜必要に応じて住所変更の
手続きをしていただくもの＞

●土地・建物など不動産の所有者の住所
変更登記

●会社などの法人の本店・支店および代
表者などの住所変更登記

●運転免許証の住所
●自動車登録の住所
●その他住所変更の必要があるもの

住居表示変更証明書
　住居表示変更証明書が必要なときは、
無料で発行します（無期限）。

　住居表示を進めるにあたっては、審議会に
諮って専門的な意見を聴くほか、地元での説
明会を開催し、皆さんの声を反映するように
しています。
　新しい町の区域や新しい町名は、市議会の
議決を経て決定します。同時に、現地調査を
行い、街区符号や住居番号を付定・決定します。
それらを皆さんに通知するとともに表示板の
取り付けを行い、実施となります。

新しい住所の表し方（例）

■問い合わせ先
　市民課住居表示推進室〔共
同福祉施設内〕
　�71◦2301　�71◦2355

実施後

あさひ一丁目６番10号
あさひ一丁目６番14-101号

　本籍および不動産の表示は、地番で表すことになっていますが、住居表示
の実施に伴い、町名が変更された場合は、「新町名」と「地番」で表します。

不動産

本　籍
菩提寺　○○番地
菩提寺　○○番地○	

菩提寺　○○番
菩提寺　○○番○	

あさひ○丁目　○○番地
あさひ○丁目　○○番地○

あさひ○丁目　○○番
あさひ○丁目　○○番○

菩提寺　○○番地　

菩提寺　○○番地○

町名 地番

町名 地番

あさひ○丁目　○番　○号　

あさひ○丁目　○番　○−○○○号

町名 街区
符号

住居
番号

町名 住居番号街区
符号

住所

本籍・不動産の表し方（例）

【現在の表し方】 【新しい表し方】

【現在の表し方】 【新しい表し方】

現地調査

番号付定

町名決定

通知

地元
説明会

住居表示
審議会

市議会

街区符号
住居番号
決定

表示板
取付など

実　施
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新しい住居表示って
　　　　　  いったい   どんなもの？

住居表示に関する法律
　住居表示に関する法律は、合理的で分かりや
すい住居表示によって住みよいまちづくりを
進めるため、昭和37年５月に施行されました。
この法律に基づき新しい住居表示を実施するこ
とになりました。

なぜ新しい住居表示が必要なのか　
　｢町名｣と｢地番｣で表している現在の住所
を、住居表示に関する法律に基づき｢新しい町
名｣と｢街区符号｣、｢住居番号｣によるだれに
でも分かりやすい住所の表し方に変える住居表
示は、わたしたちの日常生活をより快適なもの
にする非常に合理的なシステムです。

住居表示のしくみ ▼ ▼ ▼

新しい表示の方法
　現在の住所は、｢町名｣ と ｢地番｣ で表して
いますが、住居表示制度では、｢新しい町名｣
と ｢街区符号｣、｢住居番号｣ で表します。

新しい住所の決め方
１．町の区域（丁目）
　道路や河川など目で見て分かるもので適正な
大きさに区切ります。

２．街区符号（番）
　町の区域を分かりやすいもので区切り、街区
を作ります。（実施後の⑤⑥⑦）

３．住居番号（号）
　街区を右回りで 10 ｍ間隔に区切り、主な出
入口が道路に接する番号を住居番号とします。
（実施後の１〜 21）

（例）

実施前

・湖南太郎さんの住所　　菩提寺76番地３ 
・マンションの住所　　　菩提寺99番地 

●地番の持つ問題点
・地番が順序よく並んでいない。
・同一地番に多くの建物が建築されている。
・分筆や合筆により地番の変更がある。
・一つの地番にたくさんの枝番がある。
●新しい住居表示のメリット
・訪問者が目的の建物や人を探すことが容易になる。
・�救急車やパトカー、消防車などが早く目的地を特
定することができる。

・郵便や宅配便などの遅配や誤配が少なくなる。
　なお、新しい住居表示によって長く親しまれた町
名や住所が変わり、当分の間はご不便をおかけしま
すが、新しいまちづくりのためにご理解とご協力を
お願いします。

では、住所を分かりやすく、住みよいまちづくりを進め
るために住居表示の整備を進めていきます。

　住居表示の整備は、旧石部町域ではすでに完了していますが、
旧甲西町域では未実施です。そのため、旧甲西町域の人にとっ
て「住居表示 」というのは聞きなれない言葉だと思います。
　そこで、ここでは住居表示の基本的な仕組みについて簡単に
説明します。

市市
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今
月
は「
環
境
問
題
」を
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

今
、
環
境
基
本
条
例
の
案
を
公

表
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
案
は
、
安
本
典
夫
立

命
館
大
教
授
や
来
田
村
實
信
県
立

大
助
教
授
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
た
環
境
保
全
研
究

会
で
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。
環
境
保
全
と
豊
か
な

環
境
創
造
の
た
め
の
活
動
に
取
り

組
み
、
持
続
し
て
発
展
で
き
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
的
な
事

項
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
と
し
て
、

6
月
議
会
に
提
案
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

さ
て
一
口
に
環
境
と
い
っ
て

も
、
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
、
歴

史
環
境
や
文
化
環
境
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
で
あ
る
生
活
環
境

や
、
温
暖
化
な
ど
の
地
球
環
境
問

題
ま
で
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
す

べ
て
が
環
境
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
多
く
の
課
題
に
は
、

行
政
だ
け
が
取
り
組
ん
で
も
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん

や
企
業
市
民
と
し
て
の
事
業
者
に

も
、
環
境
へ
の
負
担
が
か
か
ら
な

い
生
活
や
経
済
活
動
を
心
が
け
て

い
た
だ
い
て
初
め
て
実
効
性
が
出

て
き
ま
す
。

　

特
に
、
条
例
案
で
は
行
政
に
計

画
的
な
環
境
行
政
を
義
務
づ
け
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
環
境

へ
の
配
慮
や
環
境
学
習
、
市
民
活

動
な
ど
の
環
境
自
治
を
い
ろ
い
ろ

な
か
た
ち
で
実
践
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。

　

緑
と
水
が
豊
か
で
歴
史
遺
産
の

豊
富
な
湖
南
市
を
、
ま
ち
の
発
展

や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
調
和

さ
せ
な
が
ら
次
の
世
代
に
ど
の
よ

う
に
残
し
て
い
く
の
か
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
な
か
で
現
役
世
代
の
大

き
な
責
務
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
環
境
基
本
条
例
に
引
き
続

き
、
環
境
基
本
計
画
を
つ
く
り
、

す
で
に
で
き
て
い
る
環
境
保
全
条

例
な
ど
の
条
例
類
と
調
整
し
な
が

ら
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Report
ま
ち
づ
く
り

最
前
線
レ
ポ
ー
ト

谷
畑
市
長
の

No.7

　任期満了による滋賀県議会議員
一般選挙が４月８日に行われ、湖
南市選挙区では定数２に対して立
候補者４人による激しい選挙戦が
繰り広げられました。
　今回の選挙は、平成の大合併に
より選挙区が再編され、本市が１
つの選挙区となったこともあり、
投票率の動向が注目されました
が、前回（平成15年）の旧石部町の
41.45％、旧甲西町の47.30％を大幅
に上回る50.60％でした。
　投・開票結果は次のとおりです。

　湖南市選挙区開票結果（届出順）
　生田　邦夫　　　6,061票
　上 　　保　　　3,945票
　上野　雅代　　　5,011票
　谷　　康彦　　　5,551票

投票区別投票状況
投票区 区　　　　域 当日有権者数 投票者数 投票（％）
1 三 雲 2,596 1,268	 48.84
2 妙 感 寺 1,028 712	 69.26
3 吉 永 1,037 630	 60.75
4 夏 見 846 498	 58.87
5 針 661 364	 55.07
6 中央・ルモン甲西 1,638 811	 49.51
7 平 松 1,152 516	 44.79
8 柑 子 袋 2,439 1,280	 52.48
9 石 部 東・宮 の 森 2,284 940	 41.16
10 石 部 中 央・岡 出 2,160 875	 40.51
11 石 部 西 1,019 457	 44.85
12 宝来坂・西寺・丸山 1,464 592	 40.44
13 石 部 南 1,794 742	 41.36
14 東 寺 419 212	 50.60
15 朝 国 248 161	 64.92
16 岩 根 2,537 1,197	 47.18
17 正 福 寺 681 419	 61.53
18 北 山 台 1,741 848	 48.71
19 菩 提 寺 1,177 682	 57.94
20 み ど り の 村 1,726 681	 39.46
21 三 上 台 947 329	 34.74
22 イワタニランド・近江台 2,095 856	 40.86
23 ハイウェイサイドタウン 1,291 500	 38.73
24 下 田 1,736 1,023	 58.93
25 中 山 988 486	 49.19
26 松風苑桐山・緑ヶ丘 1,105 590	 53.39
27 大 谷 643 300	 46.66
28 湖 南 団 地 3,685 1,446	 39.24
期 日 前 投 票 － 1,401	 －
合　　　　　　　計 41,137 20,816 50.60

滋賀県議会議員
一般選挙

投・開票結果
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●
異
動
者（
課
長
補
佐
級
以
上
）

　

				〔
職　

名
〕　　
　

				〔
氏　

名
〕

総
務
部
次
長　
　
　

倉
田　

幸
夫

市
民
生
活
部
次
長　

岡
田
茂
一
郎

健
康
福
祉
部
次
長　

菅
沼　

正
治

産
業
建
設
部
次
長　

高
田　
　

薫

教
育
部
次
長　
　
　

加
藤
貞
一
郎

市
長
公
室
長　
　
　

井
後　

良
紀

総
務
課
長（
兼
行
政
改
革
推
進
室

長
）　　
　
　
　
　

		

内
山　
　

肇

情
報
政
策
課
長　
　

新
海　

善
弘

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長（
兼
多
文

化
共
生
推
進
室
長
）		

高
橋　

竹
治

市
民
課
長（
兼
住
居
表
示
推
進
室

長
）　　
　
　
　
　

		

柴
田　

恵
市

保
険
年
金
課
長　
　

三
善
正
二
郎

環
境
課
長　
　
　
　

前
川　

秀
明

安
心
安
全
課
長　
　

下
村　

新
哉

社
会
福
祉
課
長　
　

井
上　

利
和

都
市
計
画
課
長　
　

久
岡　

久
司

商
工
観
光
課
長　
　

堀
田　

繁
樹

農
林
課
長　
　
　
　

園
田　

次
雄

上
下
水
道
課
長　
　

真
野　

常
雄

教
育
総
務
課
長　
　

早
川　

利
次

教
育
委
員
会
分
室
長（
兼
中
央
公

民
館
長
兼
柑
子
袋
公
民
館
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

永
坂　

繁
満

学
校
教
育
課
長　
　

瀬
古　

祐
嗣

人
権
教
育
課
長　
　

林　
　

明
美

総
務
課
付（
人
権
セ
ン
タ
ー
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

義
範

政
策
秘
書
課
長
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　

文
彦

高
齢
福
祉
介
護
課
長
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　
　

明

建
設
課
事
業
推
進
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　

川
合　

正
己

会
計
課
長
心
得　
　

岡
本　

隆
一

生
涯
学
習
課
長
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

善
司

総
務
課
参
事　
　
　

前
田　

研
司

三
雲
会
館
長（
兼
三
雲
教
育
集
会

所
長
）　　
　
　
　

		

緩
利　

哲
也

柑
子
袋
会
館
長　
　

増
田　

義
行

保
険
年
金
課
参
事　

高
田　

和
代

税
務
課
参
事　
　
　

植
西　

健
次

　
　
　

〃　
　
　
　

園　

喜
久
夫

安
心
安
全
課
参
事　

青
木　

義
文

社
会
福
祉
課
参
事　

森
田　
　

悟

　
　
　

〃　
　
　
　

永
坂　

茂
美

　
　
　

〃　
　
　
　

丸
山　

英
明

　
　
　

〃　
　
　
　

小
西　

喜
朗

議
会
事
務
局
参
事　

小
島　

康
裕

市
民
生
活
課
参
事　

社
納　

晴
美

　
　
　

〃　
　
　
　

三
大
寺
芳
昭

学
校
教
育
課
参
事　

青
木
美
代
子

下
田
公
民
館
長　
　

井
上　
　

勝

政
策
秘
書
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

平
林　

敏
也

情
報
政
策
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

芦
田　

伝
男

市
民
セ
ン
タ
ー
長（
兼
岩
根
公
民

館
長
）　　
　
　
　
　

			

山
本　

嘉
博

財
務
課
長
補
佐　
　

望
月　

敬
吾

市
民
課
長
補
佐　
　

園
田　

照
男

　
　
　

〃　
　
　
　

山
岸　

廣
美

保
険
年
金
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

直
樹

税
務
課
長
補
佐　
　

川
中　

浩
司

環
境
課
長
補
佐　
　

下
村　

常
明

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　
　

幸

石
部
保
育
園
長　

	　
勝
本
美
智
枝

阿
星
保
育
園
長　

	　
奥
村　
　

薫

岩
根
保
育
園
副
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
室　

和
美

菩
提
寺
保
育
園
副
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　

西
野
眞
寿
美

水
戸
保
育
園
副
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

育
代

高
齢
福
祉
介
護
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

深
町　

ル
ミ

建
設
課
長
補
佐　
　

石
部　

泰
郎

商
工
観
光
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

村
井　

忠
義

農
林
課
長
補
佐　
　

太
田　

博
幸

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　
　

孝

会
計
課
長
補
佐　
　

村
井　

茂
義

市
民
生
活
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

野
畑　

弘
子

教
育
総
務
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

三
吉　

広
昭

　
　
　

〃　
　
　
　

寺
島
ふ
じ
恵

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　

浦
山　
　

至

学
校
教
育
課
指
導
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
座　

圭
二

石
部
幼
稚
園
長　
　

松
島　
　

静

石
部
幼
稚
園
副
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　

松
清　

節
子

石
部
南
幼
稚
園
副
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　

妙
子

菩
提
寺
幼
稚
園
副
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
元　

順
子

生
涯
学
習
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

次
夫

　
　
　

〃　
　
　
　

角
田　
　

正

石
部
公
民
館
長（
兼
石
部
南
公
民

館
長
）　　
　
　
　

		

佃　
　

重
徳

市
民
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

成
髙

人
権
教
育
課
指
導
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　

辻　
　
　

聡

　

こ
の
ほ
か
、
新
規
採
用
者（
11

人
）を
含
む
65
人
の
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

●
退
職
者（
3
月
31
日
付
）

安
達　

多
須
久（
教
育
部
）

赤
佐　

重
子（
社
会
福
祉
課
）

奥
村　

美
智
代（
阿
星
保
育
園
）

澤
田　

郁
子（
石
部
幼
稚
園
）

中
村　

静
枝（
石
部
保
育
園
）

佐
久
間　

マ
ツ
ヱ（
健
康
政
策
課
）

井
口　

ち
づ
る（
社
会
福
祉
課
）

坂
尾　

つ
ゆ
み（
平
松
保
育
園
）

千
代　

冨
子（学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

奥
村　

み
つ
子

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

高
橋　

弘
次（
菩
提
寺
北
小
学
校
）

藤
橋　

由
紀（
下
田
保
育
園
）

久
保　

貴
司（
社
会
福
祉
課
）

木
下　

純	（
総
務
課
）

伊
藤　

元
紀（ま

ち
づ
く
り
推
進
課
）

石
立　

登
紀
子	（
三
雲
保
育
園
）

●
県
職
員
に
復
帰

吉
村　

英
樹（
農
林
課
→
滋
賀
県
）

高
橋　

政
宏

（
学
校
教
育
課
→
土
山
中
学
校
）

宮
治　

一
幸

（
人
権
教
育
課
→
甲
西
北
中
学
校
）

坂
尾　

昭
彦

（
人
権
教
育
課
→
甲
西
中
学
校
）

西
谷　

淳（社
会
福
祉
課
→
滋
賀
県
）

湖
南
市
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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湖
南
市
国
際
協
会
設
立
準
備
会

で
は
、地
域
に
活
動
の
輪
を
広
げ
、

充
実
し
た
事
業
運
営
を
行
う
た
め

に
、
協
会
の
主
旨
に
賛
同
し
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
法

人
・
団
体
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

■
入
会
資
格　

協
会
の
設
立
主
旨

に
賛
同
す
る
個
人
ま
た
は
法

人
・
団
体

■
年
会
費

・
個
人
会
員　
　

　
　

	

2
千
円

・
法
人
・
団
体
会
員　１

口　

1
万
円

■
申
込
方
法　

入
会
申
込
書（
会

員
募
集
ち
ら
し
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
事
務
局
へ
。

※
申
し
込
み
後
、
会
費
の
納
入
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

※
入
会
申
込
書
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、
市
民
生
活
課（
西
庁

舎
）、
各
公
民
館
、
市
民
学
習

交
流
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ヒ
ル
ズ

甲
西
）本
館
、
各
会
館
、
三
雲

教
育
集
会
所
、
各
図
書
館
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
湖
南
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
協
会
の
主
な
活
動

○
語
学
教
育
活
動

・	

外
国
人
市
民
向
け
日
本
語
教
室

・
外
国
語
学
習
講
座

○
国
際
・
文
化
交
流
活
動

・
国
際
協
力
・
支
援
活
動

・
国
際
理
解
講
座

○
外
国
人
市
民
支
援
活
動

・	

外
国
人
市
民
が
地
域
住
民
と
し

て
生
活
す
る
た
め
の
行
政
情
報

や
、
日
本
社
会
を
学
習
す
る
た

め
の
機
会
の
提
供

○
教
育
支
援
活
動

・	

外
国
籍
児
童
に
対
す
る
学
習
サ

ポ
ー
ト

○
広
報
活
動

・
広
報
誌
・
情
報
誌
の
発
行

■
主
な
特
典

○
協
会
が
主
催
す
る
各
種
事
業
へ

の
優
先
参
加

○
国
際
交
流
関
係
の
各
種
情
報
の

提
供
や
機
関
紙
な
ど
の
無
料
配

布
○
各
種
語
学
講
座
な
ど
の
参
加
費

割
引
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

湖
南
市
国
際
協
会
設
立
準
備
会

事
務
局（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

内
）〔
東
庁
舎
〕�71

◦
2
3
1
5

湖
南
市
環
境
基
本
条
例（
案
）

　

市
で
は
環
境
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
を
明
確
に
す
る「
環
境

基
本
条
例
」の
制
定
作
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
条
例
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
公
表
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
提
案
は
策
定
に
あ
た
っ
て
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

5
月
11
日（
金
）ま
で

湖南市人権・同和教育推進協
議会（湖南市人権まちづくり会議）

2007年度委員募集

湖
南
市
国
際
協
会 

会
員
募
集

市民の皆さんの意見
（パブリックコメント）
を募集します

　湖南市人権・同和教育推進協議会は、
人権・同和問題の教育・啓発を推進し、
具体的な活動を行うために組織された任
意の団体です。「子ども」「女性」「障が
い者」「高齢者」「外国人」の５つの部会
に分かれ、それぞれの課題について議論
を深め、実践につなげていくことをめざ
しています。
　５月下旬に開催予定の総会と、年３回
程度の各部会研修、年２回の全体研修が
主な活動です。昨年度の全体研修は、９
月に川口泰司さん（山口県人権啓発セン
ター事務局長）の講演会、１月に「地域人
権フォーラム」で4人のパネリストを交え
たパネルディスカッションを行いました。
　各部会研修は、それぞれの課題に即し
た講演や現地研修などを通して、理解を
深めるための学習や意見交換を行い、人
権が尊重された、だれもが住みよいまち
づくりをめざします。
　同時に協議会広報紙｢心のかけ橋｣や啓
発教材などの編集・発行を行う「広報・
教材部」の部員も募集します。紙面編集
に興味のある人もぜひご参加ください。
■応募方法　５月11日（金）までに、住所・
氏名・電話番号・希望の部会を電話ま
たは FAX、Ｅメールで。

■応募・問い合わせ先
　人権教育課〔西庁舎〕　
　�77◦7036　�77◦4101
　 jinkyo@city.konan.shiga.jp
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「
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議
」の

平
成
18
年
度
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

〈
平
成
18
年
度
改
善
事
項
の
報
告
〉

甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

と
の
連
携

　

以
前
か
ら
強
い
要
望
の
あ
っ
た

下
田
地
域
か
ら
甲
賀
病
院
方
面
へ

の
ル
ー
ト
が
、
甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
よ
り
、

昨
年
10
月
1
日
か
ら
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
高
校
へ
の
通
学
や
甲
賀
病

院
へ
の
通
院
な
ど
の
利
便
性
が
向

上
し
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

同
様
に
、
甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
広
野
台
ル
ー
ト
が
三

雲
駅
へ
乗
り
入
れ
し
、
水
口
東
高

校
ま
で
延
長
運
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
南
陽
台
、
岩
根
、
朝
国
方
面

か
ら
水
口
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

充
実
し
ま
し
た
。

回
数
券
販
売
所
の
拡
大

　

5
月
1
日
か
ら
市
内
の
平
和
堂

各
店
で
回
数
券
の
販
売
を
開
始
し

ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

昨
年
10
月
に
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
を
さ
ら
に
1
台
導
入
し
、
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
も
ま
す
ま

す
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し

〔
4
月
1
日
実
施
済
〕

①
め
ぐ
る
く
ん
の
朝
の
2
便
が
、

安
全
運
行
の
た
め
、
石
部
東
交

差
点
か
ら
石
部
駅
ま
で
は
県
道

バ
イ
パ
ス
を
迂
回
運
行
し
て
い

ま
す
。

②
ふ
れ
あ
い
号
医
療
セ
ン
タ
ー

ル
ー
ト
の
夕
方
の
2
便
が
、
利

用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
国

道
経
由
で
甲
西
駅
北
口
ま
で
運

行
し
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
課
題
と
提
案
〉	

運
行
ル
ー
ト
の
再
編

　

次
の
運
行
ル
ー
ト
の
再
編
に
つ

い
て
は
、
滋
賀
県
地
方
バ
ス
対
策

地
域
連
絡
協
議
会
の
承
認
が
必
要

と
な
る
た
め
、
10
月
1
日
実
施
を

め
ど
に
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
ま

し
た
。

①
利
用
者
が
少
な
い
め
ぐ
る
く
ん

の
昼
間
の
便
を
再
編
し
、
利
用

状
況
に
沿
っ
た
見
直
し
を
行

う
。

②
ふ
れ
あ
い
号
医
療
セ
ン
タ
ー

ル
ー
ト
の
再
編
や
、
石
部
地

域

－

甲
西
駅
北
口
間
の
新
し

い
ル
ー
ト
の
開
設
で
、
利
便
性

の
向
上
や
利
用
者
の
増
加
を
図

る
。

③
ふ
れ
あ
い
号
甲
西
南
線
の
ダ
イ

ヤ
見
直
し
を
図
り
、
泉
ヶ
丘
団

地
へ
の
立
ち
寄
り
ル
ー
ト
を
昼

間
時
間
帯
に
1
日
3
便
程
度
運

行
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

④
利
用
に
見
合
っ
た
運
行
と
す
る

た
め
、
下
田
線
三
雲
駅
ル
ー
ト

を
除
く
ふ
れ
あ
い
号
全
線
に
休

日（
日
曜
・
祝
日
）ダ
イ
ヤ
を

設
定
し
、
運
行
効
率
の
向
上
を

図
る
。

⑤
栗
東
市
の
済
生
会
滋
賀
県
病
院

へ
の
ル
ー
ト
開
設
を
検
討
す

る
。

そ
の
ほ
か
の
課
題

　

利
用
状
況
に
見
合
っ
た
運
行

ル
ー
ト
の
見
直
し
や
、
利
用
者
の

増
加
を
図
る
た
め
、
観
光
名
所
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
充
実
、
甲
西
駅
周

辺
整
備
計
画
の
中
で
の
バ
ス
乗
降

場
や
案
内
板
の
整
備
、
バ
ス
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
、
病
院
便

の
運
行
な
ど
に
よ
る
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
利
用
環
境
の
整
備
、
バ

ス
の
車
内
広
告
に
よ
る
収
入
の
確

保
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

回
数
券
の
販
売
場
所

　

5
月
1
日
か
ら
、
市
内
の
平

和
堂
各
店（
甲
西
店
、
甲
西
中

央
店
、
石
部
店
、
フ
レ
ン
ド
マ
ー

ト
菩
提
寺
店
）の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
回
数
券
の
販
売
を
開
始
し
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当

�
71
◦
2
3
1
1

■
閲
覧
場
所　

環
境
課
、
情
報
公

開
室（
東
庁
舎
）、
市
民
生
活

課（
西
庁
舎
）、
各
公
民
館
、

市
民
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
本

館
、
各
会
館
、
三
雲
教
育
集
会

所
、
各
図
書
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
す
る
人

○
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有

す
る
人

な
ど

■
応
募
方
法　

閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
の
意
見
書
に
記
入
し
、

そ
の
場
で
提
出
し
て
い
た
だ

く
か
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。意
見
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁

舎
〕（
〒
5
2
0

－

3
2
8
8

住
所
記
載
不
要
）

�
71
◦
2
3
2
6

�
72
◦
2
2
0
1

kankyo@
city.konan.

shiga.jp

　

市
で
は
、「
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議
」を
設
置
し
、

市
民
の
生
活
交
通
手
段
の
維
持
・
確
保
と
安
心
安
全
な
運
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

昨
年
8
月
か
ら
4
回
に
わ
た
り
協
議
し
ま
し
た
。

　

3
月
26
日
に
行
わ
れ
た
会
長
か
ら
市
長
へ
の
報
告
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
人

　

認
定
申
請
を
行
い
、
認
定
を
受

け
た
人

★
65
歳
以
上
の
人
…
疾
病
を
問
い

ま
せ
ん
。

★
40
〜
64
歳
の
人
…
特
定
疾
病
に

よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

〔
特
定
疾
病
一
覧
〕

・	

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

・	

後
縦
靱
帯
骨
化
症

・	

骨
折
を
伴
う
骨
粗
し
ょ
う
症

・	

初
老
期
に
お
け
る
認
知
症

・		

進
行
性
核
上
性
麻
痺
・
大
脳
皮

質
基
底
核
変
性
症
お
よ
び
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

・	

脊
髄
小
脳
変
性
症

・	

脊
柱
管
狭
窄
症

・	

早
老
症

・	

多
系
統
萎
縮
症

・		

糖
尿
病
性
神
経
障
害
・
糖
尿
病

性
腎
症
お
よ
び
糖
尿
病
性
網
膜

症
・	

脳
血
管
疾
患

・	

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

・	

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

・		

両
側
の
膝
関
節
ま
た
は
股
関
節

に
著
し
い
変
形
を
伴
う
変
形
性

関
節
症

・	

末
期
が
ん

・	

関
節
リ
ウ
マ
チ

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
や
短
期
入
所
を
し
て
利
用
す
る

・		

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）〔
介

護
予
防
通
所
介
護
〕

・		

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ

イ
ケ
ア
）〔
介
護
予
防
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〕

・		

短
期
入
所
生
活
／
療
養
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）〔
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
／
療
養
介
護
〕

訪
問
を
受
け
て
利
用
す
る

・		

訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）〔
介

護
予
防
訪
問
介
護
〕

・		

訪
問
入
浴
介
護〔
介
護
予
防
訪
問

入
浴
介
護
〕

・		

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン〔
介

護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
〕

・		

訪
問
看
護〔
介
護
予
防
訪
問
看

護
〕

居
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る

・		

福
祉
用
具
貸
与〔
介
護
予
防
福
祉

用
具
貸
与
〕

・		

福
祉
用
具〔
介
護
予
防
福
祉
用

具
〕の
購
入
費
の
支
給

・		

住
宅
改
修〔
介
護
予
防
住
宅
改

修
〕費
の
支
給

　

な
ど

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
中
心

か
、
治
療
中
心
か
な
ど
に
よ
り
入

所
す
る
施
設
が
3
種
類
あ
り
ま
す

（
要
介
護
1
～
5
の
み
対
象
）。

・		

介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）

・		

介
護
老
人
保
健
施
設（
老
人
保
健

施
設
）

・		

介
護
療
養
型
医
療
施
設（
療
養
病

床
な
ど
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

・		

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護〔
介
護

予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
〕

・		

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

〔
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護（
要
支
援
2
の
み
対

象
）〕

■
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉
介

護
課
高
齢
介
護
担
当〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
5
6

�
72
◦
3
7
8
8

　

介
護
保
険
は
40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
と
公
費（
国
・
県
・
市
）を

財
源
と
し
て
運
営
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
と
き
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
に

充
て
る
こ
と
で
本
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
て
い
ま
す
。

申請から認定までの流れ

①申請書の提出
　申請書と介護保険の被保険者証を高
齢福祉介護課へ提出してください。

▼
②訪問調査
　市の認定調査員が自宅や病院、施設
などを訪問し、本人の心身の状況を調
査します。

▼
③主治医意見書
　主治医から医学的な意見を求めます。
意見書の作成依頼は市が行います。
※申請書に記載した主治医による診察
を受けていないと、意見書が作成で
きない場合があります。定期的な受
診をお願いします。

▼
④一次判定
　訪問調査の結果に基づいて、コン
ピュータによる介護度の判定を行いま
す。

▼
⑤審査判定（二次判定）
　一次判定の結果と訪問調査の特記事
項、主治医意見書をもとに、保健・医療・
福祉の専門家で構成する介護認定審査
会で介護度の判定を行います。

▼
⑥認定
　市は審査結果に基づき認定し、その
結果を記載した通知書と被保険者証を
本人に送ります。

　原則として申請から30日以内に認定
し、その結果を通知します。
　認定の有効期間は新規の場合、申請
日から原則６か月です。更新の２か月
前に市からお知らせを送付します。ま
た、有効期間内に心身の状態に変化が
あった場合は、期間満了を待たずに認
定の変更を申請することもできます。

※非該当と認定された場合は、介護保
険サービスの利用はできませんが、
市独自の地域支援事業などを利用で
きる場合があります。

認定区分 利用できるサービス
要介護5

介護サービス
要介護4
要介護 3
要介護 2
要介護 1
要支援 2

介護予防サービス
要支援1
非　該　当 市が行う地域支援事業

介
護
保
険

み
ん
な
で
支
え
合
う
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健康　　知識豆健康　　知識豆

成人健診、高齢者健診を
受けましょう

知って得する

健康政策課 �72◦4008　保健福祉課 �77◦7008

　今、日本人の死因の上位は、がん、心臓病、脳卒
中などが占めています。これらは、食事や運動、喫
煙など、毎日の生活習慣が主な原因となる生活習慣
病です。生活習慣病は、進行するまで自覚症状がな
いものが多いため、健診が早期発見のチャンスです。
異常があれば早めに治療し、また、異常がなくても
数値の変化があれば、生活改善で予防することが大
切です。

健診の目的
①	生活習慣を振り返り、改善するきっかけにしましょ
う。さまざまな角度からの検査で自分の体の状態
を知り、日ごろの生活習慣を見直しましょう。
②	病気を早期発見し、早期治療につなげましょう。
多くの病気は、発見が早いほど病気や治療の苦労
が少なく、治る確率も高くなります。健診で隠れ
た病気のサインを見つけましょう。

主な検査で分かること
身体測定：	肥満ややせ、体重の増減による病気の有

無など
血液検査：	高脂血症、糖尿病、心臓や肝臓の病気、

貧血など
血圧測定：高血圧症など

尿検査：腎臓や肝臓の病気、糖尿病など
心電図：	不整脈や心臓肥大、心筋障害、心筋梗塞な

ど
胸部Ｘ線検査（65歳以上のみ）：肺結核など　

健診の心がまえ
①	毎年欠かさず受けましょう。体の状態は、数か月
単位で変わることもあり、少なくとも年に１回の
定期的な受診は、健康に過ごすための第1歩です。
健診日を確認し、ほかの予定を入れないようスケ
ジュール管理をしましょう。
②	健診結果を受け取ったら必ず目を通しましょう。
結果は大切に保管し、数年単位で見比べましょう。
③	健診結果をしっかりと受け止め、改善目標を立て
ましょう。検査数値はそれまでの生活習慣の結果
が表れたものです。食生活、運動習慣、休養、た
ばこなどの改善目標を立て、その日から実行に移
しましょう。
④	検査項目で分からないことや気になることがあれ
ば専門家に相談しましょう。また、基準値（健康と
考えられている人の平均的な数値）の範囲内でも、
年々数値が上がる（または下がる）など、気になる
ことがあれば保健センターやかかりつけ医にお尋
ねください。
⑤	「要精密検査」となった場合は、速やかに受診し、
異常があった理由について早めに診断を受けま
しょう。自覚症状がなくても治療しなければなら
ない病気もあります。
⑥	「異常なし」を過信せず、日ごろから体をチェック
しましょう。健診では、体のすべての働きを調べ
ることはできません。一日一日の生活習慣が明日
の健康をつくります。

年に１度の健診があなたの健康を守ります。

消費者
悩みの相談室

　
　

街
頭
で
呼
び
止
め
ら
れ
、

　
　
「
血
液
の
サ
ラ
サ
ラ
度
を

測
定
し
ま
せ
ん
か
」と
言
わ
れ

指
先
か
ら
採
血
さ
れ
ま
し
た
。

採
血
後
、
顕
微
鏡
に
つ
な
い
だ

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
て
、「
あ

な
た
の
血
は
ど
ろ
ど
ろ
。
腕
に

は
め
る
だ
け
で
血
液
が
サ
ラ
サ

ラ
に
な
る
」と
言
っ
て
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
な
ど
を
売
り
つ
け
ら
れ

た
の
で
す
が
…
。

　
「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
」
と
い
う

言
葉
に
は
健
康
的
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
、
魅
力
的
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
血
液
の
状

態
は
顕
微
鏡
で
は
分
か
ら
な
い

う
え
、
何
ら
か
の
商
品
を
身
に

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
液
の

状
態
が
改
善
す
る
こ
と
に
科
学

的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
医
療
機
器
と
し
て
承

認
・
認
可
を
得
て
い
な
い
商
品

に
つ
い
て
、
効
果
・
効
能
を
う

た
っ
て
販
売
す
る
こ
と
は
、
薬

事
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
免
許
を

持
た
な
い
人
が
、
採
血
し
た
り

検
査
結
果
を
診
断
す
る
な
ど
の

医
療
行
為
も
医
師
法
違
反
に
あ

た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
違
法
行
為
に
よ
っ
て

不
安
を
あ
お
り
商
品
を
売
り
つ

け
る
の
は
悪
質
商
法
で
す
。

　

健
康
に
不
安
を
感
じ
る
な

ら
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
の
医
師

か
医
療
機
関
に
相
談
す
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

相談

■問い合わせ先　安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕  �71◦2360

身
に
つ
け
れ
ば

　
　

血
液
サ
ラ
サ
ラ
っ
て
本
当
！？

◇　５月は消費者月間　◇

みんなで築こう
身近な安全 ･ 安心

　ガス瞬間湯沸か
し器やシュ

レッダーなどによ
る生命・身

体に危険が及ぶ事
件や事故が

相次ぎました。企
業にはもち

ろん安全な製品・
サービスを

提供する責務があ
りますが、

消費者自身も安全
な取り扱い

を心がける習慣を
身につけま

しょう。

　テーマに沿った
イベントを

見かけたときには
参加してみ

てください。
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憲
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知
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野
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敦
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藤
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芥
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真
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竹
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賢
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森
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啓
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英
司

○
平
成
19
年
度
幹
部
団
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団　

長　
　
　

				　
小
林　

修

副
団
長　
　
　

				　
青
木　

次
郎

　

坂
田　

庄
司　
　

内
貴　

和
彦

（
第
１
分
団
）

分
団
長	　

	　
　

		　
村
田　

史
朗

副
分
団
長　
　
　
　

今
村　

成
生

部 　
長　
　
　

		

　

井
上　

太

　

福
島　

正
典　
　

小
島　

昭
宏

班　

長　
　
　
　
　

青
木　

広

　

福
山　

康
志　
　

植
西　

正
彦

　

山
西　

顕
司　
　

八
太　

貴
幸

湖
南
市
消
防
団
入
退
団
式

　

市
消
防
団
入
退
団
式
が
４
月
14
日
、
石
部
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
退
団
者
に
は
、

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
ま
た
、
新
し
く
入
団
し
た
団
員
に
は
辞
令
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
退
団
者
お
よ
び
平
成
19
年
度
の
幹
部
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

平成
19年

　市は、湖南市地域防災計画に基づき災害時
の応援復旧や避難所への対応を迅速に行うた
め、事業者組合や大規模小売店舗と災害時の
応援協定を４月19日に締結しました。
　避難所への生活物資の調達は（株）平和堂
と、公共施設や道路、河川などの復旧や被災
住宅の応急修理などは甲賀広域小規模産業振
興事業協同組合と、LPガスや水道水の供給
や復旧は社団法人滋賀県エルピーガス協会甲
賀支部、湖南市管工事業協同組合とそれぞれ

協定を結びま
した。
　市は、今後
も民間事業者
との支援協定
の締結を進め、
行政と市民と
の協力のもと、
防災対策の強
化に努めてい
きます。

　

千
代　

徹　
　
　

立
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寛
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第
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長 　
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澤
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史

（
第
３
分
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健
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長　
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西　

由
輝

　

喜
多　

彰
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長　
　
　

				　

		

山
元　

達
俊

　

細
本　

智　
　
　

喜
多　

博
一

　

植
西　

俊
幸　

（
第
４
分
団
）

分
団
長	　
　
　

				　
吉
田　

眞
二

副
分
団
長　

	　

				　
井
上
幸
太
郎

部 　
長　
　
　

				　
井
上　

誠
次

　

高
田　

幸
男

班　

長 	　
　

			　
　

竹
内　

範
行

　

青
木　

信
行　
　

下
村　

良
夫

（
第
５
分
団
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分
団
長	　
　
　

				　
山
本　

辰
夫

副
分
団
長　
　

					　
北
村　

清
信
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加
藤
美
津
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長　
　
　

					　
吉
川　

正
敏

　

北
村
己
佐
夫　
　

山
川　

修

災害時応援協定書に調印

▲ 左から間野甲賀広域小規模産業
振興事業協同組合理事、植田県
エルピーガス協会甲賀支部長、
市長、松山（株）平和堂取締役総
務部長、菅沼市管工事業協同組
合理事長

■問い合わせ先　安心安全課危機管理担当
〔東庁舎〕　�71◦2311



Konan  2007.51�

　武力攻撃や大規模なテロ行為から市民の皆さんの生命、身体および財産を保護し、市民生活に及ぶ影響
が最小となるよう、国の指針や県の国民保護計画に基づいて「湖南市国民保護計画 」を策定しました。
　この計画は、市と国や県、関係機関との協力のもと、市民が迅速、的確に避難を行えるように策定した
もので、日ごろからの備えや、応急対策、復興対策をまとめました。
※計画の詳細は、情報公開室および各公民館に備え付けの冊子または市ホームページをご覧ください。

救急車の適正利用にご協力を

湖南市国民保護計画を策定しました
■問い合わせ先　安心安全課危機管理担当〔東庁舎〕	　�71◦2311		

住
　
　

民
　
　

協
　
　

力

避
　

難

救
援

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処

国（対策本部） 滋賀県（対策本部） 湖南市（対策本部）
●  警報の発令

（要避難地域、避難先地域など） （避難経路、交通手段など）

（消防庁長官による消防に関する指示）

●  警報の市町への通知

●  避難の指示●  避難措置の指示

●  警報の伝達
　（サイレンなどを使用）

●  救援の指示 ●  救援 ●  救援に協力

●  武力攻撃災害への対処の指示

●  大規模または特殊な武力攻撃
　（NBC攻撃など）への対処

●  生活関連施設などの安全確保
●  国民生活の安定

●  対策本部における
　総合調整

●  武力攻撃災害の防御 ●  消防

●  避難の指示の伝達
●  避難住民の誘導
（避難実施要領の策定）

防災行政無線・公共ネットワーク・衛星通信などを活用するとともに、情報伝達システムの改善に向けた検討、整備に努める。

指示

指示

指示

総合調整 総合調整

措置の実施要請

総合調整の要請 総合調整の要請

措置の実施要請

指示

是正

是正

警戒区域の設定、
退避の指示

警戒区域の設定、
退避の指示

●  応急処置の実施

●  緊急通報の発令

●  対策本部における
　総合調整

●  対策本部における
　総合調整

●  応急処置の実施

国、地方公共団体、指定公共機関などが相互に連携

指 定 公 共 機 関　 ●  放送事業者による警報などの放送 ●  日本赤十字社による救援への協力
指定地方公共機関　 ●  運輸事業者による住民・物資の輸送 ●  電気・ガスなどの安定的な供給

消防などを指揮、警察・自
衛隊などに誘導を要請（

（（

●  食品、生活必需品の給与
●  収容施設の供与　など（ （

（ （

（

　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
湖
南
市
と
甲

賀
市
で
の
平
成
18
年
中
の
出
動
件

数
は
、
4,
7
5
5
件
で
、
５
年

前
と
比
べ
る
と
約
1,
0
0
0
件

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

近
ご
ろ
、
軽
い
け
が
や
緊
急
性

の
な
い
も
の
に
よ
る
出
動
が
増
加

し
て
お
り
、
全
体
の
約
５
割
が
軽

症
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
動
要
請
の
増
加
に
交

通
混
雑
の
深
刻
化
も
加
わ
り
、
要

請
を
受
け
て
か
ら
現
場
到
着
ま
で

の
時
間
は
年
々
長
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
命
に
危
険
が
あ

る
重
傷
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

救
急
車
は
本
来
、
命
に
か
か
わ

る
よ
う
な
病
気
や
け
が
の
人
を
一

刻
も
早
く
医
療
機
関
に
搬
送
す
る

場
合
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。■問い合わせ先

　甲賀広域行政組合消防本部
　�62◦0119

本当に救急車が必要ですか？

国民の保護に関する措置の仕組み
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市内の事故発生状況 （平成19年３月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

3月の事故状況 43 51 1 152

前年対比 ＋2 ＋2 −1 ±0

本年累計
（1 〜 3月 ） 103 119 3 456

前年対比 ＋15 ＋5 ＋1 −81

　

十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら
内
レ
ス
ト

ラ
ン
改
修
期
間
中
、
ゆ
ら
ら
を
ご

利
用
の
皆
さ
ん
に
は
、
長
ら
く
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
規
出
店
者
が
日
本
観
光
開

発
株
式
会
社
に
決
ま
り
、
こ
の
た

び『
和
亭
ぜ
ん
す
い
』と
し
て
新
規

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

名
前
の
と
お
り
、
和
風
を
基
調

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
お
座
敷
付
の

店
内
で
、
地
元
か
ら
調
達
し
た
食

材
な
ど
を
使
用
し
て
、
幅
広
い
層

の
お
客
様
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
お

食
事
の
時
間
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
で
の
送
迎
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◇
和
亭
ぜ
ん
す
い�

72
◦
5
6
8
6

全国交通安全運動
　5月11日（金）から10日間、春の全国交通安全運動が実施されます。
期間中は、啓発活動や取り締まりが強化されます。
　次の重点項目に留意し、より一層の交通安全を心がけましょう。

5月11日（金）
▼

20日（日）

◇子どもと高齢者の交通事故防止◇
運転者は…
　子どもや高齢者を交通事故から守る意識を持
ち、思いやり運転に努めましょう。
家庭では…
　家族ぐるみで交通安全意識を高めましょう。
地域・職場・学校では…
　子どもや高齢者を交通事故から守る活動を行
いましょう。

◇飲酒運転の根絶◇
運転者は…
　飲酒運転は重大な事故を誘発することを自覚
し、飲酒後の運転は絶対にやめましょう。
家庭では…
　車を運転する人には酒類を勧めない、酒類の
出る予定の会合などには車を運転して行かな
い、行かせないを徹底しましょう。

◇自転車の安全利用の推進◇
自動車の運転者は…
　自転車の通行が予想される場所では、より慎
重に走行しましょう。
自転車の運転者は…　　
　自転車が「車両」であることを意識して、交
通ルールを守り、安全に通行しましょう。
家庭では…
　家族で「自転車の安全な利用方法」について
話し合いましょう。
地域・職場・学校では…　
　自転車利用者に安全な利用を呼びかけましょ
う。

◇後部座席を含むシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底◇

運転者は…
　乗員全員の安全に責任を持ちましょう。
家庭では…
　家族ぐるみでシートベルトやチャイルドシー
トの着用を徹底しましょう。
地域・職場では…
　シートベルト・チャイルドシートの着用につ
いて、積極的な広報・啓発を行いましょう。

運 動 の 重 点

十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら
内

レ
ス
ト
ラ
ン

新
規
オ
ー
プ
ン

PEN ご
利
用
く
だ
さ
い
！

■問い合わせ先
　安心安全課交通対策担当〔東庁舎〕
　�71◦2325

の
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青少年からの

湖南市青少年育成市民会議

まず努力　未来は今日の積みかさね
　何事も努力することから道は開ける。繰り返される
今日の努力を怠らず続けていくことが未来につながるの
である。

甲西北中学校 3 年（作成当時）東良　由有加

「夢」
「大切なもの」

テーマ

　子どもの好きな人、自分の子育て経験を
生かしたい人、子育て支援センターでボラ
ンティア活動をしてみませんか。
　興味のある人は、支援センターまでご連
絡ください。

■問い合わせ先
　子育て支援センター　　　�72◦7089
　石部子育て支援センター　�77◦8570

子育て支援ボランティア募集

親子サロン
　現在あったかほーむでは、午後の学童保育を
中心に活動していますが、もっと多くの人が利
用できるよう、個人やグループでおもちゃや絵
本を自由に使って遊べる日を設けました。誕生
日会やパーティー、歓送迎会などにもお使いく
ださい。絵本やおもちゃなどの貸し出しも行い
ます。

■日時　毎週月・火・金曜日
　午前10時～午後１時
※昼食持ち込み可。
※親子での利用は無料。
※そのほか、趣味のサークル活動やボランティ
アグループの会議などに利用できます（会議
などの利用は３時間	1,000円）。

■問い合わせ先　NPO法人ワイワイあぼしクラ
ブあったかほーむいしべ宿　�77◦6723

　

児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

と
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
19
年
6
月
分
か
ら
所
得
制

限
の
審
査
対
象
が
平
成
18
年
分
所

得
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
所
得

超
過
な
ど
で
認
定
を
却
下
さ
れ
て

い
た
人
も
請
求
す
れ
ば
受
給
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
請
求
方
法

　

請
求
者（
生
計
中
心
者
）の
印
鑑

（
認
印
可
）と
預
金
通
帳（
郵
便
局

以
外
）を
持
っ
て
、
子
育
て
支
援

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

①
平
成
19
年
1
月
2
日
以
降
に
湖

南
市
へ
転
入
し
た
人

→
平
成
19
年
度（
18
年
分
）児
童
手

当
用
所
得
証
明
書

※
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
の
住

所
地
の
市
区
町
村
で
取
得
で
き

ま
す
。

②
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人

→
年
金
加
入
証
明
書（
子
育
て
支

援
課
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
は
、
請
求
手
続
き
の
翌
月

か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
担

当〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
2
8

該
当
し
ま
せ
ん
か　

児
童
手
当

　３月23日から25日まで、湖南市美術展が
石部文化総合センターで開催されました。
　会場には45点の作品が展示され、鑑賞に
訪れた人たちの目を楽しませました。各部
門の入賞者は次のとおりです（敬称略）。

絵画の部
市長賞
　杉本きく江（菩提寺）
市議会議長賞
　占部隆弘（菩提寺）
市教育長賞
　杉野悦子（岩根）

書の部
市長賞
　澤田味歩（岩根）
市議会議長賞
　松本弘子（吉永）
市教育長賞
　亀田千鶴子（岩根）

写真の部
市長賞
　山下悟（柑子袋）
市議会議長賞
　篠原武久（宝来坂）
市教育長賞
　橋本正子（石部東）

■問い合わせ先　湖南市美術展事務局（生涯
学習課内）〔石部文化総合センター〕	
　�77◦6250

湖南市美術展入賞者

あったかほーむいしべ宿

▲絵画の部  市長賞｢伊根の舟屋｣

▲写真の部 市長賞｢威嚇｣

▲

書
の
部 

市
長
賞｢

春
呼｣
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スポーツ

■
春
季
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

　
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

日
時　

5
月
6
日（
日
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
5
月
13
日
）

会
場　

野
洲
川
運
動
公
園

■
湖
南
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春

季
大
会

日
時　

5
月
12
日（
土
）

午
前
8
時
～

（
予
備
日
5
月
16
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

■
湖
南
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会

日
時　

5
月
13
日（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■
春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

5
月
20
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～

（
予
備
日
5
月
27
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

■
湖
南
市
民
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

日
時　

5
月
26
日（
土
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
5
月
27
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

■
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

5
月
27
日（
日
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
6
月
3
日
）

会
場　

野
洲
川
運
動
公
園

■
湖
南
市
ゴ
ル
フ
選
手
権（
県
体

選
考
会
）お
よ
び
春
季
ゴ
ル
フ

大
会

日
時　

5
月
29
日（
火
）

午
前
9
時
～

会
場　

甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
■
小
学
生
春
季
陸
上
記
録
会

日
時　

６
月
２
日（
土
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
6
月
９
日
）

会
場　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

日
時　

6
月
3
日（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

6
月
10
日（
日
）・
17

日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～

（
予
備
日
6
月
24
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
ほ
か

■
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

6
月
17
日（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

水
戸
体
育
館

■
湖
南
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時　

6
月
24
日（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体
育

館
内
〕　　

��

�
71
◦
3
3
0
6

　湖南市体育指導委員会では、各種
団体を運営する立場の人を対象に軽
スポーツの講習会を開催します。Ｐ
ＴＡの役員などになり、イベントや
行事の企画を検討するときにも、活
用できます。
　ニュースポーツは初めての人でも
容易に覚えられます。今年の行事に
ぜひ取り入れてみてください。
■日時　5月12日（土）
　午前10時～ 11時30分
■会場　総合体育館
■種目　キンボール・ドッヂビー・
おじゃビンゴなどのニュースポー
ツ、じゃんけんゲームなどのレク
リエーション

■問い合わせ先
生涯学習課スポーツ振興室〔石部
文化総合センター〕
�77◦7045

春
季
湖
南
市
卓
球
大
会

　

４
月
15
日　

総
合
体
育
館

【
一
般
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉横
山
・
泉
・
石
橋
組

〈
準
優
勝
〉田
中
・
福
嶌
組

【
一
般
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉片
山
・
古
味
組

〈
準
優
勝
〉中
津
・
山
本
組

【
中
学
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉旭
・
木
下
組

〈
準
優
勝
〉中
村
・
池
野
・
和
田
組

【
中
学
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉片
平
・
三
宮
・
田
中
組

〈
準
優
勝
〉伊
藤
・
木
戸
組

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉上
野
・
木
下
組

〈
準
優
勝
〉山
内
・
伊
藤
・
吉
田
組

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉上
田
・
後
藤
組

〈
準
優
勝
〉福
永
・
中
谷
組

5
月
・
6
月
の
予
定

ス
ポ
ー
ツ
結
果

■日時　５月19日（土）��午後７時～９時
■会場　総合体育館
■�種目　卓球、バドミントン、パドルテニス、
バスケットボール、キンボールなど

★�太極拳の体験もできます。
　皆さんの参加をお待ちしています。
■�問い合わせ先　生涯学習課スポーツ振興室
〔石部文化総合センター〕　�77◦7045

みんなで運動する日
無料
開放

毎月第3土曜

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式

　

4
月
7
日
、
総
合
体
育
館
で

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
が
開

催
さ
れ
、
指
導
員
を
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
が
見
守
る
な
か
、

全
29
団
総
勢
7
2
6
人
の
団
員

が
元
気
に
入
場
行
進
を
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
の
祝
辞
の

あ
と
、
団
員
に
よ
る
決
意
表
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

の
募
集
は
、
引
き
続
き
行
っ
て

い
ま
す
。
入
団
を
希
望
す
る
人

は
湖
南
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
室
内
�
77
◦
7
0
4
5
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種団体役員向け
軽スポーツ講習会

湖南市
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尾
形
亮
く
ん
全
国
大
会
で
準
優
勝

●
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

情報政策課広報・広聴担当（�71◦2300）まで
あなたの周りの身近な出来事や話題をお待ちしています。
このコーナーはまちの話題や活動などを紹介しています

思
い
川
堤
防
に
花
見

用
ベ
ン
チ
が
登
場

●
岩
根
東
区

　

4
月
3
日
、
岩
根
保
育
園
前
の

思
い
川
堤
防
に
、
岩
根
東
区
有
志

作
成
に
よ
る
花
見
用
の
ベ
ン
チ
が

お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
岩
根
東
区
の
思
い

川
堤
防
の
桜
並
木
が
立
派
に
な
り
、

見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
花
見
の
時
期
に
は
、
自
治
会
が

ぼ
ん
ぼ
り
提
灯
を
吊
り
下
げ
、
気

分
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
今

回
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
で
、
区
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り

図
れ
れ
ば
」
と
区
長
の
中
森
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て

香
川
県
で
行
わ
れ
た
第
25
回
全
国

高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

抜
大
会
に
、
県
立
水
口
高
校
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
が
出
場
。
5
試
合
中

3
試
合
が
延
長
戦
と
い
う
粘
り
強

い
戦
い
ぶ
り
で
3
位
に
入
り
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
で
本
市
出
身
の
4
選

手
が
メ
ン
バ
ー
入
り
し
、
チ
ー
ム

の
快
進
撃
に
貢
献
し
ま
し
た
。
3

年
生
の
小
林
香
奈
子
さ
ん（
大
谷
）

は
セ
ン
タ
ー
で
出
場
し
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
守
備
で
チ
ー
ム
を
支

え
ま
し
た
。
同
じ
く
3
年
生
の
高

木
亜
里
紗
さ
ん（
団
地
南
）は
、
投

手
と
し
て
一
試
合
に
登
板
。
長
身

を
生
か
し
た
重
い
ボ
ー
ル
で
打
者

を
苦
し
め
ま
し
た
。
2
年
生
の
田

井
静
華
さ
ん（
イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド
）

は
サ
ー
ド
と
し
て
出
場
。
持
ち
前

の
長
打
力
と
強
肩
で
チ
ー
ム
を

引
っ
張
り
ま
し
た
。
2
年
生
の
竹

山
梨
奈
さ
ん（
緑
ヶ
丘
）は
、
試
合

出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

元
気
な
声
と
笑
顔
で
ベ
ン
チ
か
ら

チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

8
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

湖
南
市
の
4
選
手
が
快
進
撃
に
貢
献

●
水
口
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
全
国
3
位

め
ざ
し
て
猛
練
習
を
続
け
る
4
選

手
。
次
の
大
会
で
も
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

3
月
21
日
、
東
京
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
第
6
回
全
日
本
少
年
少

女
空
手
道
選
手
権
大
会
に
尾
形
亮

く
ん（
菩
提
寺
北
小
）が
出
場
し

ま
し
た
。

　

尾
形
く
ん
は
小
学
校
5
年
生
男

子（
形
の
部
）
で
5
試
合

を
勝
ち
抜
き
、
決
勝
に
進

出
。
惜
し
く
も
2

−

3
の

判
定
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

堂
々
の
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

大
会
3
日
前
に
高
熱
で

入
院
す
る
と
い
う
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
翌
日
に
熱
が
下
が

り
退
院
す
る
と
、
試
合
が
で
き
る

か
分
か
ら
な
い
状
態
の
ま
ま
大
会

前
日
に
東
京
へ
移
動
。
そ
の
夜
に

な
ん
と
か
練
習
が
で
き
る
体
調
に

戻
り
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
「
空
手
は
型
や
技
が
び
し
っ
と

決
ま
っ
た
と
き
が
気
持
ち
い
い
。

中
学
や
高
校
で
も
ず
っ
と
続
け
て

い
き
た
い
」
と
い
う
尾
形
く
ん
。

今
年
は
小
学
校
6
年
間
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
5
月
に
あ
る
滋
賀

大
会
で
の
4
連
覇
、
8
月
に
あ
る

全
国
大
会
で
の
決
勝
進
出
を
め
ざ

し
稽
古
に
励
む
毎
日
で
す
。

▲左から竹山さん、田井さん、高木さん、小林さん
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■
留
意
点

○
会
場
で
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
首
輪
や
引
き
綱
を
確
認

し
、
犬
を
十
分
に
し
つ
け
ら

れ
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

○
生
後
90
日
以
内
の
犬
や
、
妊
娠

中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

母
犬
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

○
病
気
な
ど
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
場
合
や
、
過
去
に
注
射
な

ど
を
受
け
た
あ
と
に
体
調
を

崩
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
注
射
の
前
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
体
調
が
悪
い
と

き
に
注
射
を
受
け
る
と
、
悪

化
す
る
な
ど
生
命
に
か
か
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
会
場
で
の
犬
の
ふ
ん
や
尿
の
後

始
末
は
飼
い
主
が
行
っ
て
く

だ
さ
い（
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を
忘

れ
ず
に
）。

■
当
日
の
持
ち
物

○
終
身
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合

・
登
録（
愛
犬
）カ
ー
ド

・
予
防
注
射
手
数
料3

千
2
0
0
円

○
新
規
登
録
の
場
合

・
登
録
手
数
料																

3
千
円

・
予
防
注
射
手
数
料3

千
2
0
0
円

※
予
防
注
射
の
接
種
は
、（
社
）滋

賀
県
獣
医
師
会
の
獣
医
師（
片

岡
久
人
先
生
・
安
井
圀
彦
先

生
）が
行
い
ま
す
。

5月21日
（月）

9：20 ～ 10：00 石部保健センター
10：10 ～ 10：30 松籟会館
10：40 ～ 11：10 石部コミュニティセンター
11：20 ～ 11：50 石部南公民館
13：00 ～ 13：20 東寺公民館（東寺多目的集会施設）
13：30 ～ 13：40 西寺公民館（西寺多目的集会施設）
13：50 ～ 14：30 宝来坂集会所

5月22日
（火）

9：10 ～ 9：30 妙感寺多目的集会所
9：40 ～ 10：30 三雲公民館

10：40 ～ 11：10 岩根公民館
11：20 ～ 12：00 市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館
13：10 ～ 13：50 下田公民館
14：05 ～ 14：35 市役所（東庁舎）

5月23日
（水）

9：30 ～ 10：15 北山台自治会館
10：25 ～ 10：55 みどりの村自治会館
11：05 ～ 11：45 イワタニランド自治会館
13：00 ～ 13：40 菩提寺公民館
13：55 ～ 14：35 柑子袋公民館

平成19年度 犬の登録・狂犬病予防注射日程表

狂犬病予防注射は、なぜ必要 !?

Q1　狂犬病とはどんな病気？
A1　人が狂犬病の犬にかまれて発症
すると、100％死亡します。国内
では昭和32年以降、狂犬病の発生
はありませんが、海外渡航中の日
本人が野良犬にかまれ、帰国後に
狂犬病を発症し死亡するという事
件が昨年、京都と横浜でありまし
た。また、海外では毎年5万人が狂
犬病で亡くなっています。

Q2　�日本では発生していないの
に、なぜ毎年注射が必要？

A2　日本は、動物輸入大国で、いつ
海外から狂犬病が侵入してもおか
しくない状況です。また、使用し
ているワクチンは不活性化ワクチ
ンという毒力を抑えたワクチンな
ので、免疫力が１年しか持続しま
せん。

Q3　�室内犬ですが、狂犬病予防
注射を受けなければいけま
せんか？

A3　室内犬でも、いつ事故が起こる
か分かりません。狂犬病の防止の
ために、犬の登録と狂犬病予防注
射は受けなければなりません。

もし、犬にかまれたら？

Q4　�近所の飼い犬にかまれたの
ですが…

A4　A1のように日本では昭和32年以
降、狂犬病は発生していませんの
で、そのおそれはほとんどありま
せん。しかし、傷口の化膿などに
よる感染症の心配がありますので、
医療機関での治療をお勧めします。
詳しくは保健所へ相談してくださ
い。

Q5　野良犬にかまれたのですが…
A5　A4と同様に医療機関での治療を

お勧めします。また、県 ( 保健所
または動物保護管理センター ) へ
連絡をお願いします。県では、新
たな事故の発生を防止するため、
徘徊している犬の収容を行います。

Q6　�自分の飼い犬が人をかんで
しまったのですが…

A6　すぐに被害者に対して適切な応
急処置を施してください。また、
かんだ飼い犬が狂犬病の疑いがな
いか獣医師に検診してもらうとと
もに、必ず事故の発生状況、被害
者の状況などを保健所に報告して
ください。

■問い合わせ先
・滋賀県甲賀保健所健康衛生課
　�63◦6149
・滋賀県動物保護管理センター
　�75◦1911
・環境課環境保全担当〔東庁舎〕
　�71◦2326

�

※
予
防
注
射
は
、
動
物
病
院
で
も

接
種
で
き
ま
す
が
、
注
射
手

数
料
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　

�
71
◦
2
3
2
6

狂
犬
病
予
防
注
射
！

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登
録
と
毎
年
の
予
防
接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
別
表
の
と
お
り
各
地
域
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
留
意
し
、

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

お
済
み
で
す
か
？

Q&A
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◎譲ります
●ひな人形（７段飾り）　●２段ベッド
●甲西高校男子制服（夏・冬とも175A）
●マウンテンバイク（大人用）

◎譲ってください
●ベビーベッド　●ベビーカー
●幼児用自転車　●食卓テーブル
●エレクトーン（ヤマハ製）
※�交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人
の間で直接行っていただきます。その際、連
絡先の電話番号を相手方にお伝えすることに
なりますのでご了承ください。

問環境課クリーンタウン推進担当〔東庁舎〕
　�71◦2358

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理す
る施設です。燃えるごみ、家電リサイクル４品
目、家庭用パソコンなどお預かりできないもの
があります。「保存版ごみの分け方出し方マニュ
アル」で必ず確認してください。

交　換　銀　行

湖南市リサイクルプラザ
�75◦3933

 
I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N
今
月
の
納
税
な
ど

･
固
定
資
産
税（
第
１
期
）

･
国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

･
軽
自
動
車
税（
全
期
）

･
保
育
料

･
介
護
保
険
料

･
住
宅
使
用
料

･
上
水
道
使
用
料

･
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
５
月
31
日（
木
）で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
な
ど
は

　
　

”口
座
振
替
“で
！

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　

取
扱
金
融
機
関（
滋
賀
銀
行
・

甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
・
び
わ
こ

銀
行
・
滋
賀
県
信
用
組
合
・
湖
東

信
用
金
庫
・
近
畿
労
働
金
庫
）、

郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う

と
、
翌
月
以
降
か
ら
口
座
振
替
に

な
り
ま
す（
手
続
き
に
は
通
帳
と

届
出
印
が
必
要
）。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
一
度
手
続

き
を
行
う
と
、
課
税
な
ど
が
な
く

な
っ
て
も
、
口
座
振
替
の
解
約
手

続
き
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
継
続
し

ま
す
。

問
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

・
市
民
税
担
当

�
71
◦
2
3
1
9

・
固
定
資
産
税
担
当

�
71
◦
2
3
2
1

・
納
税
担
当　

�
71
◦
2
3
2
0

笹
ヶ
谷
霊
園
区
画
使
用
者

募
集

■
応
募
資
格

　

次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有

す
る
人

②
世
帯
主
ま
た
は
戸
籍
筆
頭
者

③
現
在
、
笹
ヶ
谷
霊
園
の
使
用
許

可
を
受
け
て
い
な
い
人

■
場
所　

笹
ヶ
谷
霊
園（
岩
根
1

　

３
６
番
地
）

■
募
集
区
画　

4
区
画

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
永
代
使
用
料　

40
万
円

■
永
代
管
理
料　

6
万
円

■
応
募
方
法　

5
月
21
日（
月
）か

ら
6
月
８
日（
金
）ま
で（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）に
、

応
募
用
紙
と
住
民
票（
全
部
事

項
記
載
）を
問
へ
。

※
応
募
者
の
住
所
が
市
内
に
あ

り
、
か
つ
世
帯
主
の
場
合
は
、

住
民
票
は
不
要
で
す
。

※
応
募
用
紙
は
環
境
課
と
笹
ヶ
谷

霊
園
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
注
意
事
項

・	

霊
園
の
使
用
は
、
使
用
権
の
許

可
で
あ
り
、
区
画
の
販
売
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
応
募
は
一
人
１
区
画
で
す
。

・	

詳
し
く
は
募
集
期
間
締
め
切
り

後
、
応
募
者
へ
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

・	

使
用
者
に
決
定
し
た
場
合
は
、

別
途
、
許
可
申
請
手
続
き
と
使

用
料
な
ど
の
納
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
�
71
◦
2
3
2
6

　

笹
ヶ
谷
霊
園
管
理
事
務
所

　

�
75
◦
0
4
1
9

情
報
あ
ら
か
る
と

■印…休所日
□印…粗大ごみ戸別収集日
※粗大ごみ戸別収集の申し込みは、収集日の前の
週の金曜日までに電話でリサイクルプラザへ。

※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前９時か
ら午後４時です。

問：問い合わせ先

５月
日 月 火 水 木 金 土
　 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
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問：問い合わせ先

ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
ケ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
募
集

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
ケ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
と
は
、
不
登
校
や
別
室
登
校

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
交
流
や

相
談
を
行
い
、
学
習
や
生
活
の
基

礎
基
本
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

■
募
集
人
員　

5
人

■
応
募
資
格　

平
成
19
年
4
月
1

日
現
在
18
歳
以
上
30
歳
未
満

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
教
員
免
許
取
得
者
ま
た
は
取
得

見
込
者

②
教
員
養
成
系
ま
た
は
心
理
学
関

係
の
現
役
学
生

③
右
記
①
②
と
同
等
の
資
格
を
有

す
る
と
教
育
長
が
認
め
る
人

■
勤
務
条
件

○
任
用
期
間

　

6
月
～
平
成
20
年
3
月

※
1
回
4
時
間(

原
則
と
し
て
午

前
8
時
30
分
～
午
後
0
時
30

分)

、
年
間
60
回

○
謝
金　

1
回
当
た
り
4
千
円

○
勤
務
場
所　

市
内
小
学
校

■
採
用
方
法　

面
接
試
験

※
日
時
・
会
場
は
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

5
月
1
日（
火
）

か
ら
11
日（
金
）ま
で
に
申
込

書
を
問
へ
。
申
込
書
は
教
育

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

問
教
育
セ
ン
タ
ー
〔
西
庁
舎
〕

　

�
77
◦
7
0
5
2

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

を
　

全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し

て
、
6
月
1
日
に
商
業
統
計
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

5
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事

業
所
を
訪
問
し
調
査
票
を
配
付
し

ま
す
。
調
査
票
は
、
一
緒
に
お
渡

し
す
る「
調
査
票
の
記
入
の
し
か

た
」を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
な
く

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
調

査
内
容
を
統
計
以
外
の
目
的
に
使

う
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

　

調
査
結
果
は
、国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
で
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考

え
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
調
査
票
が
貴
重
な
明

日
へ
の
デ
ー
タ
で
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
情
報
政
策
課
情
報
・
統
計
担
当

〔
東
庁
舎
〕　

�
71
◦
2
3
1
6

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
公
募
説
明
会
開
催

　

平
成
20
年
度
指
定
事
業
者
公
募

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

5
月
11
日（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

■
場
所　

市
役
所
東
庁
舎
3
階
第

２
会
議
室

問
高
齢
福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支

援
担
当〔
東
庁
舎
〕

　
　
　
　

�
71
◦
4
6
5
2

あ
な
た
の
善
意
が
赤
十
字

活
動
を
支
え
ま
す

　

5
月
は「
赤
十
字
社
員
増
強
運

動
月
間
」で
す
。
日
本
赤
十
字
社

は
、
人
道
・
博
愛
・
奉
仕
を
旗
印

に
、
世
界
平
和
と
人
類
福
祉
増
進

の
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

災
害
時
の
救
護
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
、
区
や
赤
十
字
奉
仕
団

を
通
じ
て
社
費
の
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
日
本
赤
十
字
社
湖
南
市
地
区

（
湖
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

�
72
◦
4
1
0
2

公
立
甲
賀
病
院

大
型
連
休
中
の
平
常
診
療

体
制

　

5
月
1
日（
火
）・
2
日（
水
）

の
平
日
の
ほ
か
、
4
日（
祝
）は

平
常
診
療
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
時
間

・	

小
児
科
以
外

　

午
前
8
時
～
11
時

・	

小
児
科

　

午
前
8
時
～
午
後
6
時

※
休
診
期
間
中
の
救
急
患
者
は
、

宿
日
直
医
師
2
人
が
診
察
し

ま
す
。

《
小
児
救
急
医
療
体
制
》

5
月
3
日（
祝
）～
6
日（
日
）

受
付
：
午
前
8
時
～
午
後
6
時

問
公
立
甲
賀
病
院�

62
◦
0
2
3
4

名
神
高
速
道
路
で
集
中
工

事
を
行
い
ま
す

■
規
制
期
間

　

5
月
21
日（
月
）午
前
5
時
～

6
月
2
日（
土
）午
前
6
時

■
規
制
区
間　

東
名
春
日
井
I
C

～
名
神
吹
田
I
C

■
規
制
方
法

　

昼
夜
連
続
車
線
規
制

《
竜
王
I
C
入
口 

夜
間
閉
鎖
》

・
5
月
22
日（
火
）

　

午
後
8
時
～
翌
朝
6
時

・
5
月
23
日（
水
）

　

午
後
8
時
～
翌
朝
6
時

問
西
日
本
高
速
道
路（
株
）工
事

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�
0
1
2
0
◦
87
◦
1
6
2
0

石
部
文
化
ホ
ー
ル
元
気
化
計
画

石
部
文
化
ホ
ー
ル
を
み
ん

な
で
活
性
化
し
よ
う

　

企
画
書
と
収
支
予
算
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。採
用
さ
れ
る
と
、

ホ
ー
ル
使
用
料
が
免
除
さ
れ
、
催

し
に
係
る
経
費
の
一
部
ま
た
は
全

額
を
財
団
が
負
担
し
ま
す
。

問（
財
）湖
南
市
文
化
体
育
振
興

事
業
団（
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
）

　

�
72
◦
2
1
3
3
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青少年自然道場

� 77 ◦ 6250

　石部公民館

初心者パソコン教室
　個人学習で進めるので自分のペー
スで学べます。
■日時　毎月第２・第４水曜日
　午後７時～９時
■受講料　無料
※テキストを希望する場合はテキス
ト代が必要です。

■講師　湖南まなびすとスタッフ
※申込不要。直接会場へお越しくだ
さい。

�72◦2790

　

◆わくわく冒険キャンプ
〔春〕５月26日（土）
〔夏〕８月９日（木）～ 12日（日）
　　　〈3泊4日〉
〔秋〕10月27日（土）～ 28日（日）
　　　〈1泊2日〉　　
■対象　小学3年生～ 6年生（原則
として全日程に参加できる人）
■定員　64人（先着順）�
■参加費　9,500円（税込）

◆ドキんこくらぶ
①〔夏〕６月30日（土）　
　　　　事前キャンプ

７月26日（木）～ 27日（金）
　　　　〈1泊2日〉
〔秋〕10月27日（土）～ 28日（日）
　　　　〈1泊2日〉
②〔夏〕７月１日（日）
　　　　事前キャンプ

７月28日（土）～ 29日（日）
　　　　〈1泊2日〉
〔秋〕10月27日（土）～ 28日（日）
　　　　〈1泊2日〉　
■対象　小学1年生～ 6年生（原則
として全日程に参加できる人）

ジュニアリーダーサークル
『おたまじゃくし』入会者募集
　野外活動の好きな人、子どもた
ちと共に活動してくれる人を募集
しています。興味のある人は青少
年自然道場までご連絡ください。
■対象　中学生以上

問：問い合わせ先　　 ：ホームページアドレス

� 77 ◦ 2535

　石部南公民館

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
　エクセル、ワードからシステムの
相談まで、Ｉ

ア イ

・Ｉ
ア イ

ランドめーる編集
スタッフが相談に応じます。
■日時　毎週月曜日
　午前９時30分～ 11時30分
※事前に申し込みが必要です。その
際に相談内容をお知らせください。

■定員　各64人（先着順）
■参加費　6,000円（税込）

■申込方法　５月２日（水）以降の
　午前８時30分から午後５時ま
でに申込書と参加費を甲西文化
ホールへ。月曜日は休館です。

※当日不参加でも参加費は返金で
きません。

　総合体育館
みんな湖南にあつまれ！
ひろみちお兄さんの
体操教室
　NHK教育テレビ「おかあさんと
いっしょ」10代目体操のお兄さん
として活躍し、その後も多方面で活
躍中の佐藤弘道さんの親子体操教
室。親子で楽しく体操をしましょう。
■日時　６月２日（土）�午後２時開
演（午後１時30分開場）
■場所　総合体育館
■入場料【エリア指定・全席自由】
　大人1,500円、小人（３歳以上）
1,000円、２階席1,000円（大人
小人同一）
■定員　1,000人
■前売券発売場所
　甲西文化ホール、ローソンチ
ケット（�0570◦084◦005　L
コード＝53925）

※チケット購入枚数は一人5枚ま
でとします。

　当日は動きやすい服装、足もと
は上靴または裸足で。
問甲西文化ホール　�72◦2133

http://www.kosei-bunkahall.jp/

チケット
発売中

�75◦8190　�75◦8192
〔〒520－3202　西峰町１－１〕

　市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

四季を楽しむ寄せ植え教室
　自作の寄せ植えで家を飾ってみ
ませんか。
■日時　５月25日（金）
　午後１時30分～３時
■対象　市内に在住または在勤の
人
■定員　30人
■講師　かわしま種苗グリーンア
ドバイザー
■受講料　無料
※別途、材料代2,000円が必要です。
■持ち物　軍手、移植ごて、エプ
ロン、作品を入れる箱
■申込方法　5月17日（木）までに
住所・氏名・電話番号・勤務先・
教室名（寄せ植え教室）をはがき
または FAXで（はがきは消印有
効）。

※作品サンプルを展示しています。

企画展示��出展者募集！！
　サンヒルズ甲西のエントラ
ンスホールにあなたの作品を
展示しませんか。
　詳しくはお問い合わせくだ
さい。
■応募資格　市内で芸術活動
などをしている個人または
団体

※作品の販売はできません。

企画展示

木原順の
絵手紙ひとりごと展
　市内在住の絵手紙作家・木原順
さんの作品展。季節感あふれるは
がきやダイナミックなふすま絵な
ど約100点を展示します。
■期間　５月３日（祝）～29日（火）
　午前９時～午後10時
※月曜日と祝日は午後５時まで
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�72◦2133

　甲西文化ホール

もみじ寮・あざみ寮
「織物とやきもの」作品展
■日時　５月12日（土）～27日（日）
　市内の知的障がい者授産・更生
施設の利用者が、一つひとつすべ
ての工程を手作業
で丹精を込めてつ
くった織物や焼き
物などの作品を展
示します。

ギャラリー展示

問：問い合わせ先　 ：ホームページアドレス

　
音訳ボランティア入門講座
　音は目の不自由な人にとって大
切な情報源。音訳テープの需要は
増えていますが、ボランティアの
数は限られています。まずは声の
出し方から学んでみませんか。
■日時　５月16日・30日、６月13
日・27日（すべて水曜日）

　午前10時～正午
■場所　社会福祉センター
■対象　市内に在住または在勤で、
講座終了後、朗読ボランティア
サークル｢まつかぜ｣の活動に参
加できる人
■協力　滋賀県立視覚障害者セン
ター

問ボランティアセンター
　�72◦1523
　ボランティアセンターふれあい
　�77◦6001

受講料
無料

　
◇６月６日（水）
◇対象　「Word 初級・中級」講座
を終了した人、または同レベル
の人
◇受講料　750円

■場所　市民学習交流センター（サ
ンヒルズ）本館
■時間　午後1時30分～ 4時30分
〔エクセル初級（夜）のみ午後7時
～ 9時30分〕
■主催　（財）湖南市文化体育振興
事業団

※事前に申し込みが必要です。
問ＮＰＯ法人パソフレ
　谷　�75◦0063
　中井�75◦3888
　鈴木�75◦5466
�http://www.pasofure.org./

�77◦0041

　じゅらくの里「福祉パーク館」

創造の森美術教室
PlusOne作品展
　小学生の元気いっぱいの作品を
展示します。
■日時　５月27日（日）まで
　午前９時～午後５時
※月曜日と祝日の翌日は休館です。

　
障がい児支援ボランティ
ア養成講座
　夏休みを中心に開催している障
がい児ホリデースクールなどで、
障がい児を支援するためのボラン
ティアを養成する講座です。
　これを機会に障がいを持つ子ど
もに対する理解を深めましょう。
■日時　６月２日・９日・23日�( す
べて土曜日 )〔全３回〕

　午前10時～ 11時30分
※日程は変更する場合があります。
■場所　社会福祉センター
■申込期限　５月31日（木）
問社会福祉協議会
　�72◦4102
　ボランティアセンター
　�72◦1523

　東海道石部宿歴史民俗資料館
〔雨山文化運動公園内〕

東海道五十三次宿場展
―土山・水口・石部・草津・大津―
　県内の宿場の様子を描いた館蔵
品の浮世絵を展示しています。
■期間　５月27日（日）まで
　午前９時～午後４時30分（入館は
午後４時まで）
■休館日　毎週月曜日、５月１日
■入館料　大人320円（260円）、小・
中学生160円（110円）

※（　）内は団体料金（20人以上）
問生涯学習課文化財担当〔石部文化
総合センター〕　�77◦6250

特集展示

　
筋力アップはつらつ教室
　高齢者の筋力の向上と維持を目
的としています。筋力トレーニン
グは加齢による筋力の低下、筋量
の減少を防ぎ転倒予防にもつなが
ります。
■期間　６月中旬～９月（毎週月・
木曜日）�午後１時からと３時か
らの２グループ

※参加人数などの関係で時間の希
望に添えない場合があります。
■場所　石部軽運動場
■内容　ストレッチ体操、マシンを
使っての筋力トレーニングほか
■対象　自分で、または家族の送
迎で会場まで来ることができ、
原則として全日程に参加できる
市内在住の昭和18年３月31日ま
でに生まれた人
■定員　20人
※参加の可否は身体などの状況を
確認のうえ決定します。
■申込期間　５月７日（月）～21日
（月）

問高齢福祉介護課地域包括支援担
当　�71◦4652

パソフレ講座
エクセル初級
　表の作成や印刷、グラフの作成など
◇６月５日（火）・７日（木）・12日
（火）・14日（木）・19日（火）・
21日（木）〔全６回〕
◇対象　「はじめてのパソコン」講
座を終了した人、または同レベ
ルの人
◇受講料　5,050円（テキスト代含
む）

エクセル初級（夜）
※日程、内容、受講料などは上記
のエクセル初級と同じです。

Word に少し強くなるシリーズ③
『イラスト、写真を入れる』
　表現力をアップするいろいろな機
能を楽しむ

　
野洲川でゾウの足跡を
掘ろう
　昭和63年（1988年）９月に、吉
永の野洲川河原でゾウやシカ類の
足跡の化石が発見されてから今年
で19年目。来年の20周年記念事業
のプレ事業として、現地で足跡の
発掘調査を実施します。
■日時　５月19日（土）・20日（日）
　午前10時～午後３時〔雨天時は
室内〕
■集合場所　野洲川河原（新生橋岩
根側）
■対象　小学生以上
※小・中学生は保護者同伴
■申込期限　５月11日（金）
■持ち物　弁当、水筒、帽子、軍手、
柄の丈夫なスプーン（大・小）、
保険料（100円程度）など

問生涯学習課文化財担当〔石部文
化総合センター〕　�77◦6250
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問：問い合わせ先　 ：メール

　

　
地域の大学
淡
お う

海
み

生涯カレッジ湖南校
　淡海生涯カレッジは、各地域に
ある多様な学習機関の連携を深め、
公民館などでの日常的な学習から
大学などでの専門的な学習までを
組み合わせたシステムです。
■日時　６月23日～ 11月24日の
　土曜日のうち19回
　午前９時30分～ 11時30分
■場所　石部公民館、石部高校、
甲西高校、国際情報高校、立命
館大学びわこくさつキャンパス
ほか
■内容　湖南校学習テーマ『住み
良い暮らしと地域社会をめざし
て』

・�健康づくりや多文化共生につい
て考える問題発見講座（６月23
日～）（全５回）

・�救命処理や地域の文化などを学
ぶ実験・実践講座（８月４日～）
（全６回）
・�世界の環境・文化などを学ぶ理
論学習講座（９月29日～）（全８
回）
■対象　通学が可能な18歳以上の
人
■定員　30人
※定員を超えた場合は抽選となり
ます。
■受講料　5,000円
■申込方法　５月９日（水）から６
月８日（金）までに、氏名、年齢、
郵便番号、住所、電話番号、湖
南校受講希望をはがきまたは電
話、FAX、Ｅメールで。

問淡海生涯カレッジ湖南校実行委
員会（生涯学習課内）〔石部文化
総合センター〕（〒520-3195住
所記載不要）
�77◦6250　�77◦6253
syougaku@city.konan.shiga.jp

　「アフリカへ毛布をおくる運動」
は、1984年にアフリカで起きた大
干ばつの際、救援物資として毛布
を集めたことをきっかけに始まり
ました。アフリカでは今も1枚の
毛布が、日中の暑さと朝夕の寒さ
から家族を守る「家1軒」の役目を
果たしており、毛布が届くのを待
ち望んでいる多くの人々がいます。
　同じ地球人として、ぜひあなた
の心を国境を越えて届けてくださ
い。

■日時　５月27日（日）
　午前10時～午後３時
■場所　社会福祉センター
◆輸送協力金も受け付けています。
　毛布1枚の輸送費が900円かかり
ます。輸送協力金も一口900円
から受け付けていますので、ご
協力をお願いします。

問ＮＰＯ法人明社協湖南支部（事
務局：梅原）　�74◦1612

「アフリカへ毛布をおくる運動」にご協力を

【留意事項】
○こんな毛布はご遠慮ください。
・穴があいたものや破れたもの
・汚れたもの
・綿でできたもの
・�サイズが著しく異なるもの（ベ
ビー用など）

・�毛布以外のもの（古着・こたつ
掛け布団など）

　
子育てサポーター養成講座
　子育て中の家庭を支援するため
に、子どもを預かったり、保育園・
幼稚園の送迎をしたりする子育て
サポーターの養成講座です。
■日時　５月25日（金）・29日（火）、
６月１日（金）・５日（火）・８日
（金）〔全５回〕
　午前９時30分～午後０時30分
※日時は変更になることがあります。
■場所　社会福祉センター
■対象　市内に在住で、養成講座
終了後に湖南市ファミリー・サ
ポート・センターに登録し、子
育てサポーターとして活動でき
る人
■定員　20人（先着順）
■受講料　2,500円（テキスト代）
■申込方法　月～金曜日の午前10
時～午後６時に受講料を問へ。

※託児サービスがあります。申し
込みの際にお知らせください。

問湖南市ファミリー・サポート・
センター〔平和堂甲西中央店3階〕
�71◦4647

　
視覚障がい者向け
１日点字教室
　点字の体験と視覚障がい者同士
の交流活動に出かけませんか。今
後の日常生活に役立てるとともに、
活動の場を広げましょう。
■日時　６月１日（金）
　午前10時～午後３時
■場所　ふれあいの館（石部）
■内容　初歩の点字教室とアトラ
クション
■定員　15人
■参加費　無料
※点字板、点字用紙は用意します。
別途、昼食費700円が必要です。
■申込期限　５月21日（月）
問社会福祉協議会　�72◦4102

　
滋賀県障害者スポーツ大会
（フライングディスク）
■日時　６月17日（日）
　午前９時～午後４時
■場所　総合運動公園ドラゴン
ハット（竜王町）
■参加資格
・�身体障害者手帳を持っている13
歳以上の人

・�療育手帳を持っているか、その
取得に準ずる障がいのある13歳
以上の人
■申込方法　５月９日（水）までに
申込書を問へ。申込書は社会福
祉課に備え付けています。

問社会福祉課障がい者自立支援担
当〔東庁舎〕

　�71◦2364　�72◦3788

　
地域まちづくりフォーラム
　湖南市にふさわしい住民自治の
姿とは、「まちづくり協議会」とは
どのようなものなのか。また、「ど
こで、だれが、なにを、どのように」
取り組むのか、一緒に考えてみま
しょう。
　市内で活躍している市民活動団
体の活動報告もあります。
■日時　５月19日（土）
　午前９時45分～ 11時45分
　（受付：午前９時30分～）
■場所　市民学習交流センター（サ
ンヒルズ甲西）本館
■内容　
◎市民活動報告（午前９時45分）
・青少年指導支援の会
・ＮＯＶＡ　ＥＲＡ
・湖南まなびすと
◎講演（午前10時30分）
　｢市民がつくるまちづくり協議
会」

講師：小梶猛さん（東近江市中野
地区まちづくり協議会事務局長）

※手話通訳あり
問まちづくり推進課
　地域コミュニティ
　担当〔東庁舎〕��
　�71◦2315
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石部公民館
�77◦6250・�77◦6253

～分からないことがあれば、気軽に各公民館へお尋ねください～

菩提寺公民館
�74◦3471・�74◦4005

●高齢者学級　甲一大学
講　　話　「護ろう自然・守ろう人権」講演会
散　　策　湖南三山散策　～善水寺～�
館外研修　祝　彦根城400年祭に行ってみよう�
実　　技　ちぎり絵体験�
実　　技　ほっとサロン　みんなでワイワイ�
実　　技　干支小物をつくろう�
実　　技　押し花カレンダー作り�

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（金）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月25日（金）

●成人学級　かがやき学級
講　　話　「護ろう自然・守ろう人権」講演会
館外研修　ガーデンミュージアム比叡�
実　　技　楽しく華やかにフラ（フラダンス体験）�
実　　技　七宝焼き体験①�
実　　技　七宝焼き体験②�
実　　技　菩提寺散策再発見　～パート3～�
実　　技　押し花カレンダー作り�

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（火）　午後１時30分～３時30分
■開講日：５月25日（金）　午前９時30分～ 11時30分

●成人学級　文学講座
講　　話　乾先生の文学講座　「美松紀行」�
館外研修　未定� 　�

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（水）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：６月６日（水）　

●成人学級　ウォーキング講座
　健康のため楽しく、美しく歩きませんか�
講話・実技　ウォーキングの基本と効用�
講話・実技　運動としてのウォーキング�
実　　技　自然を楽しみながら歩こう�

回数：３回　定員：20人

■日　時：６月の金曜日　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：６月８日（金）

■日　時：主として月１回（木）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月24日（木）　

●成人学級　さんさん講座
講　　話　考えよう裁判員制度�
館外研修　びわ湖放送見学�
講　　話　気をつけよう　甘い言葉と美味しい罠
　　　　　（消費生活相談）�
実　　技　家でできる体力作り�
講　　話　環境について…地球にやさしい暮らし方�
講　　話　育ててください地域の子ども・守ってくださ
　　　　　い人権�
実　　技　クリスマスに向けて押し花額を作ってみよう

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（火）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月24日（木）

●女性学級　消費生活講座
講　　話　最近の消費生活相談から�
講　　話　多重債務について�
講　　話　食の安全について�
実　　技　牛乳パックで作るバスケット (リサイクル )�
館外研修　企業の食の安全・安心への取り組み�

回数：５回　定員：25人

■日　時：主として月１回（木）　午後２時～３時30分
■開講日：５月24日（木）

●成人学級　やさしい情報生活講座
実　　技　個人情報保護について�
実　　技　パソコンの仕組みと使い方�
実　　技　パソコンで素敵なカードを作る�
実　　技　デジカメで写真を撮ってアルバム作り�
実　　技　デジカメ写真でフォトストーリー作り�
実　　技　携帯電話の仕組みと使い方 (基礎 )�
実　　技　携帯電話の仕組みと使い方 (応用 )�

回数：７回　定員：20人

■日　時：主として月２回（土）　午後１時30分～４時
■開講日：５月26日（土）　

石部南公民館
�・�77◦2535

●高齢者学級　ひだまりサロン
講話・実技　安心安全講座＆藤工芸作り�
講話・実技　健康講座（薬の話）＆押し絵�
講話・実技　人権学習とよし笛＆ちょこっと料理�
講話・実技　健康講座（食生活の話）＆アートフラワー�
講話・実技　いしべ学＆田楽豆腐作り�
講話・実技　健康講座（呼吸の話）＆押し花�

回数：６回　定員：20人

■日　時：主として月１回（木）　午後１時30分～３時30分
■開講日：６月14日（木）　

●中高年男性講座
講　　話　地域における団塊世代の役割
実　　技　腹筋 ･背筋を鍛え基礎代謝を上げよう①�
実　　技　腹筋 ･背筋を鍛え基礎代謝を上げよう②�
実　　技　リズムにのって楽しく動こう①�
実　　技　リズムにのって楽しく動こう②�
実　　技　楽しくいい汗をかこう�

回数：６回　定員：20人

■日　時：主として月２回（土）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月26日（土）　

●健康基本講座　自然治癒力を高める体操

実　　技　練功十八法（前段）「1節～ 6節」＆ディスコン�
実　　技　練功十八法（前段）「7節～ 12節」＆ディスコン
実技・講話　人権学習＆練功十八法（前段）「13節～ 18節」�
実　　技　練功十八法（後段）「1節～ 6節」＆ディスコン�
実　　技　練功十八法（後段）「7節～ 12節」＆ディスコン�
実　　技　練功十八法（後段）「13節～ 18節」＆ディスコン

回数：６回　定員：20人

■日　時：主として月１回（月）　午前10時～正午
■開講日：６月11日（月）　

公民館講座・学級のご案内

●高齢者学級　やしま大学
講　　話　考えよう裁判員制度�
館外研修　歴史探訪　彦根城400年祭�
講　　話　薬とうまく付き合うには？　薬の正しい知識�
実　　技　いつまでも元気で…健康料理を作ってみよう�
実　　技　体を動かそう　ストレッチ�
講　　話　育ててください地域の子ども・守ってくださ
　　　　　い人権�
実　　技　押し絵で干支の飾り作り�

回数：７回　定員：30人

柑子袋公民館
�71◦2560・�71◦2561
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公民館講座・学級のご案内平成１9年度

岩根公民館
�72◦7871・�72◦7872

●高齢者学級　いわね大学
講　　話　もっとみんなの裁判へ　教えて！裁判員制度�
講話・実技　身近な防災　住宅用火災警報器設置について��
人権研修　楽しいお話で元気はつらつ　～長寿寺にて～�
交　　流　世代間交流　～岩根保育園を訪ねて～�
実　　技　切り絵体験�
館外研修　栗東自然観察の森で環境学習�
実　　技　公民館まつりに出展しよう　～小物づくり～�
実　　技　楽しく華やかに！フラ（ダンス）�
実　　技　みんなで歌おう�

回数：９回　定員：25人

■日　時：主として月１回（木）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月31日（木）

●成人学級　きらめき学級
講　　話　もっとみんなの裁判へ　教えて！裁判員制度
講話・実技　身近な防災　住宅用火災警報器設置について
人権研修　楽しいお話で元気はつらつ　～長寿寺にて～�
実　　技　色で癒しを　カラーセラピー体験�
館外研修　栗東自然観察の森で環境学習�
実　　技　自分だけのプリザーブドフラワー�
実　　技　ヨーガでリフレッシュ�
実　　技　楽しくリズム体操�
実　　技　みんなで歌おう�

回数：９回　定員：25人

■日　時：主として月１回（木）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月31日（木）

●成人学級　あいいろ学級
講　　話　もうすぐ始まる裁判員制度�
館外研修　水生植物園みずの森と佐川美術館�
実　　技　フラダンスで南国の風を�
実　　技　カラーセラピーで心の癒し�
実　　技　グラスアートの世界を体験しよう�
人権研修　手話でまずは自己紹介から�
鑑　　賞　よし笛コンサート
　　　　　～びわ湖の環境について考える～�

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（木）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月30日（水）
�※開講日のみ市民学習交流センターで行います

下田公民館
�75◦0011・�75◦4491

●高齢者学級　大成大学
講　　話　もうすぐ始まる裁判員制度�
講話・実技　知っていれば安心
　　　　　～避難訓練と防災について～�
実　　技　ゆっくりの呼吸で　ゆったり身体を伸ばそう
実　　技　身体にやさしいお菓子づくり�
実　　技　ちぎり絵の世界へ�
館外研修　石部のお寺で人権学習
　　　　　～長寿寺・常楽寺～	
鑑　　賞　よし笛コンサート
　　　　　～びわ湖の環境について考える～�

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（水）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月30日（水）
�※開講日のみ市民学習交流センターで行います

市民学習交流センター
�75◦8190・�75◦8192

●高齢者学級　いきいき大学
講　　話　もうすぐ始まる裁判員制度
実　　技　アートの世界　ステンシルアートの体験�
研　　修　備えあれば憂いなし
　　　　　～地震時に生き抜くための基礎知識～�
実　　技　からだであそぼう！ストレッチのすすめ�
館外研修　地元企業探検　カルビー湖南見学�
人権研修　湖南市国際協会から学ぶ�
実　　技　自作の干支づくり�

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（水）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月30日（水）

三雲公民館
�72◦4532・�71◦2636

●高齢者学級　伝芳大学
講　　話　もっとみんなの裁判へ
実　　技　色で癒しを　カラーセラピー体験
実　　技　押し花
人権学習　人としての幸せを求めて
実　　技　体操でリフレッシュ
実　　技　切り絵体験
館外研修　未定

回数：７回　定員：30人

■日　時：主として月１回（火）　午前９時30分～ 11時30分
■開講日：５月29日（火）�

■対象　市内に在住または在勤の人で、開催回数の8割以上
に出席できる人。
※高齢者学級は60歳以上の人が対象です。	
■申込方法　各公民館へ申込書を提出してください。いずれ
の公民館でも申し込むことができます。申込書は各公民館
に備え付けています。FAX での申し込みは、申込期間中24
時間受け付けます。住所 ･氏名 ･電話番号 ･受講学級名を
書いて送信してください。　

■費用　学習内容に応じて、材料代などは実費徴収します。
■その他　申込人数が少数の場合、中止することがあります。
　日時や内容は変更する場合があります。

　生涯学習は
、生活に潤い

や生きがいを
もたらします

。

　一人ひとり
が輝き、人と

人との交流を
通して豊かな

自分を見つけ
ませんか。

　さぁ思いき
って最初の一

歩を踏み出し
ましょう。

※定員になり次第締め切ります

5月1日（火）

▲

15日（火）申込
期間
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石
部
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

13日（日） 11：00～ 12：00
14：30～ 15：30

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による、絵本の読み聞かせなど
の楽しいおはなしの時間（午前は幼児から小学校低学年向け。午後は小学生以
上向け）。

18日(金） 11：00～ 11：20 よっといでたいむ　図書館員による、おひざにだっこのおはなしかい。絵本の
読み聞かせや紙芝居など（入園前の子どもと保護者向け）。

19日(土） 14：30～ 15：00 お話の扉　朗読ボランティアサークル「さざなみ」による朗読会（小学生から大
人向け）。

26日(土） 16：00～ 16：30 よっといでたいむ　図書館員による、絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しい
おはなしの時間（幼児から小学生向け）。

☆
一
人
、
本（
図
書
、
雑
誌
な
ど
）15
点
・
Ｃ
Ｄ
5
点
・
ビ
デ
オ（
石
部
図
書
館
の
み
）2
点
ま
で
3
週
間（
移
動
図
書
館
は
次
の
巡
回
日
ま
で
）借
り
ら
れ
ま
す
。
貸
出

点
数
は
両
図
書
館
・
移
動
図
書
館
を
合
わ
せ
た
数
で
す
。
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
本
の
再
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
へ
行
こ
う

５月の行事予定

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

6日（日） 14：00～ 16：00

日曜シアター「ボウリング・フォー・コロンバイン」�’02　加　マイケル・ムー
ア監督・主演。1999年のコロンバイン高校銃乱射事件に衝撃を受けた監督が、
アメリカの銃社会の問題に鋭く切り込んだドキュメンタリー ( 日本語吹き替
え )。

11日（金） 11：00～ 11：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざに
だっこのおはなしかい (乳幼児から入園前の子どもと保護者向け）。

12日（土） 14：00～ 14：30 子ども読書の日記念・おはなしの森　図書館員による、絵本の読み聞かせや紙
芝居などの楽しいおはなしの時間（幼児から小学生向け）。

13日（日） 14：00～ 15：50
親子映画会「リトル・ロマンス」’79　米　ジョージ・ロイ・ヒル監督。ダイアン・
レインほか出演。パリっ子ダニエルとアメリカ娘ローレンのみずみずしい恋を
描く（字幕）。　

19日（土） 14：00～ 16：00 リフォーム教室「グラスカバーを作ろう」　「古布七変化」展の出展者によるリ
フォーム教室です（定員30人・事前申し込みが必要です）。

19日（土） 14：30～ 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おはなしと
絵本の楽しい時間（前半は４歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

20日（日） 14：00～ 16：00 リフォーム教室「ひな人形を作ろう」　「古布七変化」展の出展者によるリ
フォーム教室です（定員15人・事前申し込みが必要です）。　

26日（土） 14：00～ 16：00 土曜名画座「ルーキー」’90　米　クリント・イーストウッド監督・主演。チャー
リー・シーンほか出演。自動車窃盗団との死闘を描く刑事アクション（字幕）。

●『
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン　

フ
ラ
イ

ヤ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
ピ
エ
ブ
ッ

ク
ス
）…
展
覧
会
の
チ
ラ
シ
は
、
そ

れ
自
体
が
ア
ー
ト
。
国
内
の
こ
こ

数
年
の
美
術
展
動
向
も
併
せ
て
楽

し
め
る
。

●『
直
島　

瀬
戸
内
ア
ー
ト
の
楽

園
』
秋
元
雄
史
・
安
藤
忠
雄
ほ
か	

著（
新
潮
社
）…
瀬
戸
内
に
浮
か
ぶ

人
口
3
千
5
0
0
人
の
直
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。
現

代
ア
ー
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と
人
々
の
暮
ら
し
が
溶

け
あ
う
こ
の
小
さ
な
島
の
魅
力
を

作
家
や
建
築
家
が
語
る
。

●『
ア
ー
ト
へ
の
招
待
状
』白
鳥
正

夫	

著（
梧
桐
書
院
）…
さ
ま
ざ
ま
な

展
覧
会
を
企
画
し
、
実
現
さ
せ
て

き
た
著
者
が
語
る
展
覧
会
の
舞
台

裏
と
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ー
テ
ィ
ス
ト
の
素
顔
や
、

現
代
日
本
の
美
術
の
現
場
。

●『
ニ
ュ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』ミ

ミ
・
ザ
イ
ガ
ー
著（
鹿
島
出
版
会
）

…
時
に
展
示
品
以
上
の
存
在
感
を

放
つ
芸
術
作
品
で
あ
る
美
術
館
建

築
。
こ
の
10
年
の
世
界
の
ニ
ュ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
一
挙
公
開
。

●『
い
に
し
え
の
旅　

九
州
国
立

博
物
館
収
蔵
品
精
選
図
録
』（
西

日
本
新
聞
社
）…
平
成
17
年
開
館

の
同
館
。
諸
外
国
と
の
交
流
が
深

か
っ
た
ご
当
地
な
ら
で
は
の
お
宝

も
た
く
さ
ん
。

●『
博
物
館
の
学
び
を
つ
く
り
だ

す
』
小
笠
原
喜
康
・
チ
ル
ド
レ
ン

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会	

編
著

（
ぎ
ょ
う
せ
い
）…
触
っ
て
、
作
っ

て
、
実
験
し
て
…
。
人
と
ふ
れ
あ

う
、
物
と
ふ
れ
あ
う
博
物
館
で
の

学
び
の
実
践
報
告
。　

●『
こ
の
博
物
館
が
見
た
い
！
』桑

原
茂
夫	

著（
筑
摩
書
房
）…
小
さ

く
て
も
こ
だ
わ
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
の

数
々
。
行
っ
て
み
た
く
な
る
目
か

ら
う
ろ
こ
の
博
物
館
案
内
。

●『
美
術
館
で
ひ
と
と
き
を
。』
岸

田
恵
理	

著（
新
葉
社
）…
長
野
県
伊

那
文
化
会
館
の
学
芸
員
が
つ
づ
っ

た
美
術
展
を
め
ぐ
る
新
聞
連
載
コ

ラ
ム
90
回
分
。
展
示
の
裏
側
こ
ぼ

れ
話
。

●『
改
訂
版　

国
立
故
宮
博
物
院

案
内
』清
水
仁	

編
著（
郁
朋
社
）…

世
界
四
大
博
物
館
の
一
つ
台
湾
・

故
宮
博
物
院
の
見
学
の
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
版
手
引
き
。
本
国
で
は
七
刷

を
記
録
。

●『
誰
で
も
楽
し
め
る
美
術
展
・
美

術
館
鑑
賞
術―

ニ
ュ
ー
ミ
レ
ニ
ア

ム
美
術
展
鑑
賞
日
記
』（
文
芸
社
）

飯
塚
武
夫	

著
…
大
手
百
貨
店
の
文

化
催
事
の
担
当
を
30
年
以
上
に
わ

た
っ
て
務
め
た
筆
者
が
語
る
美
術

の
鑑
賞
法
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

　
　
　
　

よ
う
こ
そ
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図
書
館
へ
行
こ
う

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。
■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。
●は両館の休館日です（火曜日・祝日・月末木曜日）。
☆開館時間は、両図書館とも午前10時から午後
６時です。

☆本や行事についての問い合わせは開館時間中
に電話でもどうぞ。

○石部図書館
　　（石部中央一丁目2-3　�77◦6252）
○甲西図書館
　　（中央五丁目50　�72◦5550）

５月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」５月の巡回スケジュール
場　所 日 時　間

岩根東農業集落
センター前 2（水）

16（水）

15：20 〜 15：50

サンヒルズ甲西
（本館）駐車場 16：20 〜 16：50

北山台自治会館前 17（木）16：25 〜 16：55

市立三雲公民館前
18（金）

14：00 〜 14：30

妙感寺多目的集会所前 15：15 〜 15：45

菩提寺幼稚園前 9（水）
23（水）

13：50 〜 14：20

フレンドマート第2駐車場 16：20 〜 16：50

下田公民館前 11（金）
25（金）

14：00 〜 14：30

中山生協集会所予定地 16：20 〜 16：50

場　所 日 時　間
三 雲 小 学 校 2（水）

16（水）
12：55 〜 13：35

岩 根 小 学 校 13：50 〜 14：50
石部南小学校

17（木）
13：15 〜 13：55

阿 星 保 育 園 14：20 〜 14：40
石 部 小 学 校 14：55 〜 15：55
三雲東小学校

18（金）
12：55 〜 13：35

三 雲 保 育 園 14：30 〜 14：50
菩提寺北小学校

9（水）
23（水）

12：55 〜 13：35
菩提寺保育園 14：25 〜 14：45
菩提寺小学校 14：55 〜 15：55
下 田 小 学 校 11（金）

25（金）
12：55 〜 13：35

水 戸 小 学 校 14：50 〜 15：50

日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

甲西図書館

　◦パソコンから（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp
　◦携帯電話から（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP
　◦携帯電話から（暗号化なし）…http://lib.edu-konan.jp/i md/IMD/IMDMAIN.CSP

☆湖南市立図書館ホームページで、両図書館の蔵書を見ることができます。 インターネットや携帯
電話から両図書館で貸
出中の本と雑誌の最
新号を予約できます
（図書館で発行するパス
ワードが必要）。

※移動図書館車でも予約することができます。希望の本が見つからない場合は
気軽にお申し付けください。� � �

５月12日（土）～ 14日（月）

　古くなった図書館資料のうち、再利用が可能なも
のの一部を、市民の皆さんに無料でお譲りします。

本のリサイクル

よくある質問にお答えします

Ｑ

　特別蔵書点検とは、いわゆる本の棚卸しです。甲西図書館と移動図書館にある蔵書（図書をはじめ、雑誌、ＣＤ、
カセットブックなどすべて）のバーコードを一冊ずつ端末に読み込み、所在を確認します。今回は期間短縮のた
め、書庫を除く20万冊を対象に行います。この期間は移動図書館も運休します。休館中、皆様にはご迷惑をお
かけしますが、年に一回の点検作業にご理解をお願いします。なお、５月28日（月）、６月１日（金）・２日（土）
は、石部図書館をご利用いただけます。

休館のお知らせ 甲西図書館

特別蔵書点検を行います ５月28日（月）～６月２日（土）

展示コーナー

コンピュータの本や旅行書を借りに行っても、
新しいものが見当たりません。
　実用書は新しいものに貸し出しが集中し、本棚に残っていない
ことがあります。予約や書庫にあるものの貸し出しもできますの
で、職員にお尋ねください。

予約した本が、なかなか借りられません。
　お待たせして申し訳ありません。予約の多い本は複数購入する
などしていますが、貸出期間が 3 週間、取置期間が 1 週間ある
ため、お待ちいただいているかと思います。予約のある本につい
ては貸出時にお伝えし、返却期限を過ぎても返ってこない場合は
督促をしています。
　あなたが借りている本を待っている人がいるかもしれません。
返却期限は守っていただくようお願いします。

A

Ｑ
A

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
祝
日
は
、
ど
ち
ら
か
の
図
書
館
が
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日（
木
）・
４
日（
金
）は
石
部
図
書
館
、
５
月
５
日（
土
）は
甲
西
図
書
館
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

｢古布七変化｣展
5月12日（土）～27日（日）
※最終日は午後５時まで

石部図書館

※児童書はありません。
※�一人10冊まで（雑誌は
除く）。 　着なくなった

服をリメイクし、
新たな服として
よみがえらせる
活動を行ってい
るグループの作
品展です。
　期間中、教室も
あります。

時間／午前10時〜午後6時
内容／小説、実用書、教養書、雑誌など
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子育て支援ホームページアドレス　http://www.edu-konan.jp/kosodate/

石部子育て支援センター

◆開放日�（午前10時～ 11時30分）
　５月８日（火）・24日（木）・28日（月）
◆子育て相談日（午前９時30分～ 11時30分）
　５月22日（火）
　保健師と栄養士が相談に応じます。
■持ち物　母子健康手帳
※受付は午前11時まで。

◎開館日　月～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分

ル kosodate-s@city.konan.shiga.jp

（石部保育園隣接）　�77◦8570　�77◦8572

たんぽぽはうす

　子育ての不安解消や、親子ふれあい遊びなどいろい
ろな講座を企画しています。

リトミックで遊ぼう（年齢別に２回に分けて行います）

■日時　①５月16日（水）　②５月17日（木）
　午前10時30分～ 11時30分（受付：午前10時15分～）
■対象　①平成17年４月から平成18年３月までに生
まれた子どもとその保護者　②平成17年３月まで
に生まれた子どもとその保護者

■場所　石部保育園遊戯室
■定員　各25組（先着順）
■講師　津田悦子さん（リトミック研究センター滋賀
第1支局長）

■持ち物　上靴（はだし可）、タオル、お茶、着替えな
ど

■申込期間　①５月７日（月）～ 10日（木）
　②５月８日（火）～ 11日（金）
※下の子の託児は、申し込み時にスタッフまでご相談
ください。

幼児食を作りましょう
■日時　５月29日（火）　午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時30分～９時45分）
■場所　柑子袋公民館
■対象　子育て中の保護者
■定員　20人程度（先着順）
■内容　離乳食完了後の幼児食を作りながら、栄養士
と話をしましょう。

■講師　服部淳子（石部保育園管理栄養士）
■持ち物　材料費（300円程度）、エプロン、マスク、
三角きん、持ち帰り用の入れ物

■申込期間　５月14日（月）～ 18日（金）
※託児サービスがあります（定員：15人・先着順）

◆おひさまらんど（子育て支援講座）

　親子のふれあい遊びと交流会を月1回実施します。
■日時　①５月15日（火）　②６月12日（火）
　午前10時～ 11時（受付：午前９時45分～）

◆にこにこ広場（りすグループ）

　

◎開館日　月～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前９時～午後４時

子育て支援センター

（岩根保育園２階）　�・�72◦7089

ひまわり

☆開放日
　子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者
どうしの交流の場として開放しています。相談があ
れば気軽に職員に声をかけてください。
　ひよこ広場
◦21日（月）�午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時40分～ 50分）
　対象：8か月までの子ども
　内容：助産師による育児相談とベビーマッサージ
　持ち物：バスタオル、母子健康手帳
　にこにこの日
◦14日（月）�午前10時30分～ 11時30分
　（受付：午前10時15分～）
　『ちょっと見方を変えてみませんか？』
　講師：平島俊彦（人権教育課指導主事）
◦24日（木）�午前10時15分～ 11時30分
　（受付：午前10時～）
　『親子ふれあい体操を楽しもう！』
　場所：岩根保育園遊戯室
　対象：２歳以上の子ども
　持ち物：薄手のフェイスタオル
　講師：藤田恭子さん（AFAA公認
　エアロビクスインストラクター）
◇サークル使用日
　センター登録の子育て支援サークルが活動する日
です。一般には開放していません。

※�園庭側駐車場が満車の場合は、保育園東側の岩根
東農業集落センターの駐車場をご利用ください。

５月
日 月 火 水 木 金 土
　 1☆ 2◇ 3 4 5　
6　 7☆ 8☆ 9◇ 10 11☆ 12　
13　 14 15☆ 16◇ 17☆ 18☆ 19　
20　 21 22☆ 23◇ 24 25☆ 26　
27　 28☆ 29☆ 30◇ 31☆ 　　

■対象　①平成18年２月から８月までに生まれた子
どもとその保護者　②平成18年３月から９月まで
に生まれた子どもとその保護者

■定員　各15組（先着順）
■内容　親子ふれあい遊び、自由遊び（①は栄養士と
話をします。手づかみ食の試食もあります。実費を
徴収します）

■申込期間　①５月２日（水）～ 10日（木）
　②５月28日（月）～６月１日（金）
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　特別なメニューはありません。0歳の赤ちゃんか
らどなたでも参加できます。子育ての先輩であるサ
ポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
初めての人も一度のぞいてみてください。申し込み
は不要です。
○５月７日（月）�柑子袋公民館
○５月14日（月）�菩提寺公民館
○５月21日（月）�市民学習交流センター別館
○５月28日（月）�石部南公民館
■時間　午前10時～正午
問生涯学習課社会教育担当〔石部文化総合センター〕
�77◦6250

■日時　５月10日（木）�午前10時～ 11時30分
■対象　未就学の幼児とその保護者
三 雲 保 育 園
石 部 保 育 園
岩 根 保 育 園
下 田 保 育 園

�72◦1385
�77◦2073
�72◦1389
�75◦2420

平 松 保 育 園
阿 星 保 育 園
菩提寺保育園
水 戸 保 育 園

�72◦0390
�77◦2950
�74◦1373
�75◦0630

※どなたでも参加できます。

保育園や幼稚園での子どもたちの
とっておきの会話を紹介するコー
ナーです。今月は 岩根保育園です。

　「みんな～　れんちゃんと遊
ぼー　おいでおいで！」
　これからもみんなに愛される
笑顔満天の女の子に育ってね。

正孝さん・粹
きょう

子
こ

さん（柑子袋）

丸岡　れんちゃん（満2歳）

問：問い合わせ先

親子プレイステーション
子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ子育てサロン

　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し
込みは不要です。
■日時　毎週火・水曜日　午前10時～正午
■場所　石部南公民館２階会議室
問石部南公民館　�77◦2535

きじっこひろば

■対象　１歳から３歳の幼児とその保護者
■日時　５月16日（水）　自己紹介・自由遊び
　午前10時～ 11時30分
甲西あかつき保育園　�72◦4960

あひるクラブ

散歩の途中に風が強く吹いて…
Ａちゃん　「かぜさん　強くふきすぎ !　さくらがとんで　
　　　　　いっちゃうやろ !!」

Ｂちゃん　「昨日、アマガエルいっぱい見つけてんで」
Ｃちゃん　「えっ ?!　それってアマいの？」

　毎日の子育てに追われているあなた。子どもを預
けて自由な時間を過ごしてみませんか。
■日時　５月21日（月）　午後１時～午後３時30分
■場所　女性センター
■対象　市内に在住または在勤の女性で生後４か月
以上の未就学の子どもがいる人
■定員　10人（子ども）
■参加費　子ども一人につき400円（保険料含む）
■持ち物　お茶、着替え、バスタオル、ビニール袋
など
■保育者　保育サポーター「ぽっぽ」
■申込方法　月～土曜日の午前８時30分～午後５時
15分に電話で女性センター（�72◦8588）へ。

どしどしご応募ください。

問情報政策課広報・広聴担当　�71◦2300

大募集

■内容　歌あそびや戸外あそびをしましょう
■対象　入園前の幼児とその保護者
■時間　午前10時30分～ 11時45分
三雲幼稚園　　５月17日（木）　�72◦0077
ひかり幼稚園　５月18日（金）　�74◦3011
水戸幼稚園　　５月18日（金）　�75◦3350
※申込受付は各園で行っています。

とんとんとんでておいで

ようちえんであそぼう！
　子育ての悩み相談などにも応じます。
■内容　紙芝居をみたり、手あそびをしましょう
■対象　２・３歳児（H15.４.２～ H17.４.１生）と
その保護者
■時間　午前10時30分～ 11時45分
三雲幼稚園　　５月25日（金）　�72◦0077
ひかり幼稚園　５月25日（金）　�74◦3011
水戸幼稚園　　５月25日（金）　�75◦3350
※申込受付は各園で行っています。

子育てリフレッシュタイム

4歳児
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　 大腸がん検診 容器配布日

保健センター情報

○
保
健
セ
ン
タ
ー	　

�
・
有
線
72
◦
4
0
0
8　
　

○
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー　

	

�
77
◦
7
0
0
8

問
い
合
わ
せ
先

保健センター 毎週火・水・木曜日　
石部保健センター 毎週月・金曜日
※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 (各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の交付 （受付：午前8時30分〜正午）母

５月29日（火）
午後1時30分～ 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成18年12月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルクなど）

ぐもぐ教室 （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

５月12日（土）
午後1時30分～ 3時30分

親になるってどういうこと？
パパの妊婦・沐浴体験� � �

対象：妊婦・夫および家族
※持ち物…母子健康手帳、テキスト
※子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

マ・パパ教室Ⅱ（受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

B C G ５月 ９ 日（水）保健センター 生後3～6か
月未満

ポリオ
５月14日（月）石部保健センター 生後3～90か

月未満５月30日（水）保健センター
※持ち物…母子健康手帳、予診票
※�番号札は当日午前8時30分から実施場所の玄関に出しています。
　会場を離れる場合は午後2時30分までにお戻りください。

防接種 （受付：午後1時15分〜 2時30分）予

幼児健診（受付：午後1時〜 ２時15分）　多少時間がかかります乳
4月から健診場所が夏見の保健センターのみになっています。

４か 月 児 健 診 対象：平成19年１月生 ５月31日（木）
10 か 月 児 健 診 平成18年７月生 ５月28日（月）
１歳６か月児健診 平成17年10月生 ５月15日（火）

２歳６か月児相談
・歯科健診 平成16年10月生 ５月11日（金）

３歳６か月児健診 平成15年10月生 ５月10日（木）
※�持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯ブラ
シ（10か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６か月児）

※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

■内容　自宅で２日分の便を専用容器に採り、便
の潜血反応を見ます。
■対象　40歳以上の人
■受診料　500円（65歳以上無料）
※64歳以下で市民税非課税世帯などに該当する人
には、申請による受診料免除の制度があります。
容器配布日の１週間前までに印鑑を持って保健
センターへお越しください。
■回収日　配布時にお知らせします。
※下半期にも実施予定です。詳しくは、下半期の「保
健センターだより」と「広報こなん」10月号でお
知らせします。

※年齢は平成20年３月31日到達時での満年齢で
す。
■問い合わせ先　保健センター　�72◦4008

　申し込みは不要です。直接配布場所
へお越しください。

配　布　日　時 配布場所

５月８日（火） 午前９時
〜午後５時 保健センター

５月９日（水）
午前9時〜 11時 菩提寺公民館

午後1時30分
〜 3時30分 サンヒルズ甲西

５月10日（木）
午前9時〜 11時 下田公民館

午後１時30分
〜３時30分 三雲公民館

５月11日（金）
午前９時〜 11時 柑子袋公民館

午後１時30分
〜５時 石部保健センター

５月14日（月）

〜
５月16日（水）

午前９時
〜午後５時 石部保健センター

５月17日（木）

〜

５月25日（金）
※土・日曜日を除く

午前９時
〜午後５時 保健センター　　
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各種相談

日 月 火 水 木 金 土
1

三 雲 会 館
2

サンヒルズ甲西 3 4 5

6 7
松 籟 会 館

8
下田公民館

9
石部南公民館

10
柑子袋会館

11
岩 根 会 館 12

13 14
三雲教育集会所

15
三 雲 会 館

16
サンヒルズ甲西

17
菩提寺公民館

18
夏 見 会 館 19

20 21
松 籟 会 館

22
下田公民館

23
石部南公民館

24
柑子袋会館

25
岩 根 会 館 26

27 28
三雲教育集会所 29 30 31

　求職活動やハローワークでの手続きのしかたなど就労に関する相談や、
職場でのトラブルに相談員が応じます。

５月の相談日　☆相談時間：午前９時～11時30分

保健センター・石部保健センター
◇内容　離乳食や子どもの発達など子
育てに関する悩みや心配なこと

※随時、電話にて受け付けます。
※�発達相談員による発達相談（予約
制）の紹介も行います。

育児相談

保健センター　　　　　��71◦4150
◇�日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

赤ちゃんホットライン（電話相談）

少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟2階〕　　　　��77◦7053
　学校や家庭での生活、非行問題など、
悩みを抱える中高生やその保護者の相
談、就学・就労に関する20歳未満の
青少年の相談を受け付けています。
　面接相談のほか、電話による相談も
行います。
◇日時　月曜日～金曜日　
　午前９時～午後４時

少年センター悩み事相談

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕　　� �72◦4810
E メール���k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
　いじめや不登校などで悩みを抱える
小中学生や、子どもの教育に悩んでい
る保護者の相談を受け付けています。
　電話相談のほか、面談による相談も
行います。
◇日時　月曜日～金曜日
　午前９時～午後５時

教育電話相談

保健センター�・石部保健センター������
◇�日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※専門医によるもの忘れ相談（予約
制）の紹介も行います。

もの忘れについての電話相談

育
児
・
教
育

相談窓口
○�まちづくり推進課住民総合
相談担当
○�地域総合センター（三雲会
館、三雲教育集会所、夏見
会館、柑子袋会館、松籟会
館、岩根会館）では、人権相
談をはじめとした各種相談
を受け付けています。
◇	日時　月曜日～金曜日（祝日
を除く）午前８時30分～午後
５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　５月17日（木）
午後２時～４時
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課 　

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守されます。
予約が必要です。前日までにお申し込
みください。
湖南市商工会石部支所　���77◦4145
◇日時　５月11日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所

湖南市商工会　　　　　��72◦0038
◇日時　５月18日（金）
　午後１時15分～４時15分
◇�場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）

☆相談時間：午後１時～４時
問行政相談…まちづくり推進課
　人権相談…人権政策課
　よろず相談…社会福祉協議会
　�72◦4102

よろず相談・行政相談・人権相談

問商工観光課労政担当〔東庁舎〕　�71◦2332

就労相談

◇日時　５月１日（火）・15日（火）　�午前10時～午後３時
◇場所　女性センター
問滋賀県雇用対策推進室　�72◦9311（相談日のみ）

内職相談

8日（火） 9日（水） 10日（木）22日（火）
社会福祉センター
�72◦4102

よろず相談
行政相談 － 人権相談 よろず相談

行政相談
石部老人福祉センター
�77◦5045 － 人権相談

行政相談 － 行政相談

場所 日

○まちづくり推進課住民総合相談担当〔東庁舎〕��71◦2360　○人権政策課〔東庁舎〕��71◦2354
○地域総合センター（三雲会館��72◦3166　三雲教育集会所��72◦3301　夏見会館��72◦3083
　柑子袋会館��72◦2993　松籟会館��77◦2972　岩根会館��72◦2292）　
○保健センター��72◦4008　○石部保健センター��77◦7008

地域包括支援センター〔東庁舎〕　
�����71◦4652
��77◦5243
�72◦8100
�74◦4093
�75◦2323

介護についての相談・高齢
者の生活相談・福祉用具や
住宅改修の相談

高齢者支援センターいしべ
高齢者支援センターみくも
高齢者支援センターぼだいじ
高齢者支援センターひえ

消費生活相談
安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕���������������������

�71◦2360
　消費生活に関する相談に専門の資格を
持った相談員が応じます。
◇日時　月曜日～金曜日（祝日は除く）　
午前９時15分～午後４時

問：問い合わせ先

心
配
ご
と

高
齢
者

し
ご
と

弁護士無料法律相談
　一人で悩んでいませんか？悩むよりまず
相談してください。
　抱えている問題を自分だけで解決しよう
としたり、いつまでも放っておいたりする
とますます複雑になり、解決が困難になり
ます。できるだけ早く弁護士に相談してく
ださい。
　相談時間は１人30分で、相談は無料です。

■日時　６月13日（水）　午後１時～４時
■場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）
■定員　６人（先着順）
■申込方法
　５月18日（金）以降の平
日の午前８時30分から午
後５時15分までに下記窓
口へ（電話不可）。
問まちづくり推進課住民総合相談担当〔東
庁舎１階〕　�71◦2360
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臥龍の森（雨山文化運動公園）
　全国森林浴の森100選にも選ばれている臥龍
の森ハイキングコース。新緑の中で、思い切り
澄んだ空気を吸って森林浴を楽しんでみてはい
かがですか。
　標高280ｍの龍王の峰からは、よく晴れた日
には三上山や遠くびわ湖も望めます。平
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　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

一、 美しい水と緑を大切にし、自
然と調和したまちをつくり
ます。

一、 たがいの人権を認めあい、思
いやりのあるまちをつくり
ます。

一、 子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちを
つくります。

一、 ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくりま
す。

一、 社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。
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　４月９日、市内の小中学校で一斉
に入学式が行われました。式が終
わり、教室に入って緊張の面持ち
で先生の話を聞く新一年生たちは、
学校にフレッシュな空気を運んで
くれることでしょう

今月の表紙


